Niisato mukashi : Japanese folktales of Gunma prefecture (Kanto area) by 千葉大学日本文化研究会民話分科会 & Chiba University. The Society for Research on Japanese Culture
 1 
    
『 
新 
里 
む 
か 
し 
』 
     
群
馬
県
勢
多
郡
新
里
村
の
民
話 
    
   
       
千
葉
大
学
日
本
文
化
研
究
会 
 
 
 
     
     
民
話
分
科
会
編 
   
本
書
は
、
一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
年
）
十
一
月
一
日
に
発
行
さ
れ
た
、
手
書
き
謄
写
版
印
刷
の
民
話
集
の
『
新
里
む
か
し
』（
群
馬
県
勢
多
郡
新
里
村
の
民
話
）
と
し
て
発
行
さ
れ
た
民
俗
調
査
報
告
書
を
リ
ポ
ジ
ト
リ
公
開
用
に
活
字
化
し
た
覆
刻
版
で
す
。 
  
本
書
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
き
ら
か
な
誤
字
脱
字
等
を
修
正
し
た
ほ
か
、
漢
字
と
ひ
ら
が
な
の
使
い
わ
け
、
お
よ
び
句
読
点
の
位
置
の
変
更
等
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
誤
読
し
や
す
い
部
分
に
は
、
ル
ビ
・
注
釈
な
ど
を
付
け
加
え
、
地
名
・
住
居
表
示
な
ど
は
、
調
査
当
時
の
ま
ま
で
表
記
し
て
い
ま
す
。 
 
な
お
、
現
代
で
は
不
適
切
な
表
現
と
思
わ
れ
る
文
章
表
現
等
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
執
筆
者
お
よ
び
話
者
か
ら
の
採
話
を
尊
重
し
て
、
そ
の
ま
ま
の
言
葉
遣
い
で
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。 
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は
じ
め
に 
 み
な
さ
ん
は
、
民
話
を
本
で
読
み
ま
す
か
。
そ
れ
と
も
テ
レ
ビ
で
見
る
の
で
す
か
。
私
達
は
民
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
も
、
眼
の
前
で
語
ら
れ
る
、
人
間
の
生なま
の
声
を
。
何
か
、
そ
の
「
語
り
」
に
見
え
な
い
魅
力
が
あ
る
の
で
す
。
聴
い
て
い
る
だ
け
で
、
自
然
と
笑
い
が
出
た
り
、
妙
に
怖
く
な
っ
た
り
。
何
と
も
不
思
議
な
も
の
で
す
。
画
面
も
な
い
の
に
、
い
や
に
現
実
感
、
奥
行
き
が
あ
る
の
で
す
。 
そ
ん
な
体
験
を
し
て
、
私
達
が
集
め
た
も
の
が
、
こ
の
民
話
集
『
新
里
に
い
さ
と
む
か
し
』（
群
馬
県
勢
多
郡
新
里
村
の
民
話
）
で
す
。
語
ら
れ
た
ま
ま
の
生
の
民
話
を
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
、
語
ら
れ
る
話
に
魅
力
を
も
っ
て
く
だ
さ
れ
ば
、
こ
ん
な
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 
最
後
に
、
調
査
に
あ
た
っ
て
私
達
を
あ
た
た
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
新
里
村
の
皆
様
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。 
 
 
 
 
     
一
九
八
四
年
爽
秋
の
日 
 
 
 
 
千
葉
大
学
日
本
文
化
研
究
会 
 
民
話
分
科
会
一
同 
解 
説 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
夏
の
四
日
間
の
調
査
を
と
お
し
て
、新
里
村
で
採
集
で
き
た
話
は
、
民
話
四
話
、
伝
説
二
〇
話
、
世
間
話
九
話
の
計
三
十
三
話
で
し
た
。
話
者
は
、
五
十
六
歳
か
ら
八
十
五
歳
ま
で
の
男
女
十
四
名
で
、
一
人
で
八
話
も
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
人
も
い
ま
す
が
、
一
人
当
た
り
平
均
二
～
三
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 
「
猿
む
こ
い
り
」
は
典
型
的
な
異
類
婚
姻
譚
こ
ん
い
ん
た
ん
で
す
が
、「
娘
の
蛇
退
治
」
は
、
娘
が
針
で
蛇
を
殺
す
と
い
う
「
蛇
む
こ
い
り
」
の
モ
チ
ー
フ
を
も
ち
な
が
ら
、
村
の
た
め
に
蛇
を
退
治
し
て
庄
屋
の
息
子
の
も
と
へ
嫁
ぐ
と
い
う
か
た
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。 
「
小
沼
こ
の
伝
説
」
は
、
本
書
に
は
八
話
掲
載
し
ま
し
た
が
、
他
の
多
く
の
方
々
か
ら
も
あ
ら
す
じ
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
赤
堀
道
元
は
隣
の
赤
堀
村
の
人
で
す
が
、
新
里
村
全
体
に
こ
の
伝
説
が
分
布
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 
世
間
話
と
い
う
の
は
、
昔
話
の
よ
う
な
形
式
を
も
た
ず
、
伝
説
の
よ
う
に
信
仰
的
基
盤
に
も
よ
ら
な
い
実
話
ま
た
は
体
験
談
の
形
で
話
 3 
さ
れ
る
も
の
で
す
。
き
つ
ね
や
蛇
な
ど
、
動
物
に
関
す
る
も
の
を
多
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 
調
査
で
の
私
達
の
力
不
足
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
多
く
の
話
を
採
集
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
す
。 
   
新
里
村
に
つ
い
て 
  
群
馬
県
勢
多
郡
新
里
に
い
さ
と
村
は
、
県
東
部
、
赤
城
山
の
南
麓
に
位
置
す
る
農
村
で
す
。
東
西
約
四
・
五
㎞
、
南
北
約
十
五
㎞
と
南
北
に
長
く
、
面
積
は
約
三
十
六
㎢
、
北
端
の
標
高
は
一
四
四
六
ｍ
、
南
端
は
一
三
二
ｍ
で
す
。
農
用
地
は
、
全
面
積
の
三
十
八
％
を
占
め
、
村
の
基
幹
産
業
は
、
養
蚕
、
水
稲
、
酪
農
な
ど
の
農
業
で
す
が
、
桐
生
経
済
圏
に
立
地
し
、
近
年
の
人
口
急
増
に
と
も
な
っ
て
都
市
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。 
人
口
は
昭
和
五
十
六
年
現
在
、
一
一
四
九
九
人
、
昭
和
四
十
七
年
以
来
増
え
続
け
て
お
り
、
特
に
新
川
東
南
部
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
開
発
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。 
産
業
別
就
業
人
口
も
、
昭
和
四
十
一
年
に
第
一
次
産
業
が
約
三
分
の
二
を
し
め
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
五
年
に
は
三
分
の
一
に
な
り
、
第
二
次
、
第
三
次
産
業
と
同
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。 
 
村
内
に
は
数
多
く
の
旧
石
器
時
代
か
ら
の
遺
跡
や
、史
跡
が
あ
り
、
長
い
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
指
定
重
要
文
化
財
の
塔
婆
（
八
〇
一
年
建
立
）、
県
指
定
史
跡
の
山
上
城
跡
な
ど
の
文
化
財
だ
け
で
な
く
、
村
の
あ
ち
こ
ち
で
庚
申
塔
や
道
祖
神
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。 
 
現
在
の
村
は
、
明
治
二
十
二
年
に
十
一
ヵ
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
桐
生
と
前
橋
を
結
ぶ
上
毛
電
鉄
が
村
を
横
切
っ
て
お
り
、
交
通
の
便
も
不
便
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
経
済
的
、
社
会
的
に
変
貌
し
て
い
く
過
程
に
あ
る
、
日
本
の
都
市
近
郊
農
村
の
典
型
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。 
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編
集
に
あ
た
っ
て 
  
こ
の
民
話
集
に
収
め
ら
れ
た
民
話
は
、
一
九
八
四
年
（
昭
和
五
十
九
年
）七
月
に
、群
馬
県
勢
多
郡
新
里
村
で
採
話
さ
れ
た
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
三
月
に
行
わ
れ
た
予
備
調
査
の
折
に
採
話
さ
れ
た
話
で
、
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
補
遺
と
し
て
巻
末
に
載
せ
ま
し
た
。 
 
話
は
、
村
の
皆
さ
ん
が
語
っ
て
く
だ
さ
る
の
を
直
接
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
お
さ
め
、
再
び
文
字
に
直
し
た
も
の
で
す
。
文
字
化
に
あ
た
っ
て
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
原
音
に
忠
実
で
あ
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
が
、
極
端
に
わ
か
り
づ
ら
い
場
合
に
は
（ 
 
）
を
付
し
て
、
読
者
の
便
を
は
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
録
音
状
態
が
悪
く
、
文
字
化
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、あ
ら
す
じ
だ
け
に
な
っ
た
も
の
、村
の
方
々
が
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
元
の
民
話
冊
子
に
出
て
く
る
話
な
ど
、
必
要
と
思
わ
れ
た
話
は
前
記
の
話
と
同
様
、
補
遺
と
し
て
巻
末
に
載
せ
ま
し
た
。 
 
話
の
配
列
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
お
よ
そ
昔
話
、
伝
説
、
世
間
話
の
順
に
な
っ
て
お
り
、題
名
は
編
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
も
の
で
す
。 
 
私
た
ち
の
力
不
足
の
ゆ
え
、
誤
記
等
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 
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 6 
も 
く 
じ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
じ
め
に 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 
二 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
解 
説 
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 
二 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新
里
村
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 
三 
編
集
に
あ
た
っ
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 
四 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新
里
村
の
地
図
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 
五 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
新
里
村
の
民
話
】
カ
ッ
コ
内
（
話
者
の
居
住
地
区
名
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
猿
む
こ
入
り
①
（
山
上
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 
八 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
尻
ひ
り
女
房
（
山
上
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
〇 
娘
の
蛇
退
治
（
山
上
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
一 
 
三
び
き
の
蝶
（
高
泉
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
一 
小
沼
伝
説 
 
 
（
藤
生
沢
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
二 
 
 
（
大
久
保
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
三 
 
 
（
鏑
木
） 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
三 
 
 
（
山
上
・
そ
の
一
） 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
四 
 
 
（
板
橋
） 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
五 
 
 
（
八
幡
） 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
五 
 
 
（
奥
沢
） 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
六 
 
 
（
山
上
・
そ
の
二
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
七 
関
の
瀧
興
寺
の
猫
の
踊
り
（
山
上
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
八 
竜
源
寺
裏
の
む
じ
な
伝
説
（
山
上
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
〇 
山
門
の
御
礼
（
山
上
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
一 
 
 
 
 
 
 
 
 
小
山
の
由
来 
（
山
上
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
二 
 
 
忠
治
の
首
を
洗
っ
た
井
戸
（
山
上
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
二 
羽
天
狗
善
兵
衛
（
八
幡
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
三 
八
丁
じ
め
の
御
利
益
（
山
上
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
四 
百
足
と
蛇
の
争
い
（
板
橋
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
六 
弘
法
水
（
奥
沢
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
六 
善
昌
寺
七
不
思
議
（
鏑
木
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
七 
き
つ
ね
の
嫁
と
り
（
山
上
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
七 
き
つ
ね
の
仕
返
し
（
板
橋
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
八 
ち
ょ
う
ち
ん
行
列
（
板
橋
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
九 
茶
釜
こ
ろ
が
し  
（
山
上
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
九 
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雨
乞
い
の
話
①
（
山
上
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
〇 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小
豆
ば
ば
あ 
（
山
上
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
一 
む
じ
な
つ
き 
（
高
泉
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
一 
正
直
者
の
話 
（
高
泉
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
二 
家
の
祖
先
の
話
（
関
） 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
二 
赤
堀
の
大
蛇
（
上
鶴
谷
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
三 
  
【 
補 
遺 
】 
入 
定 
塚 
（
八
幡
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
四 
米
と
ぎ
ば
ば
あ
の
話
（
下
武
井
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
五 
き
つ
ね
火 
（
赤
城
山
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
五 
歌 
よ 
み 
（
赤
城
山
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
五 
こ
わ
い
夢 
（
板
橋
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
六 
夜
、
爪
を
切
っ
て
は
い
け
な
い
話
（
板
橋
）・
・
・
・
・
・
・
・
三
六 
オ
カ
メ
桜
の
由
来
（
上
鶴
谷
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
六 
ム
ジ
ナ
に
化
か
さ
れ
た
話
（
上
鶴
谷
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
六 
き
ち
ほ
う
し
様 
（
奥
沢
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
七 
ム
ジ
ナ
に
化
か
さ
れ
た
話
（
奥
沢
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
七 
雨
乞
い
の
話
②
（
山
上
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
七 
庚
申
様
の
由
来
（
山
上
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
八 
き
つ
ね
の
話
（
山
上
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
八 
き
つ
ね
に
化
か
さ
れ
た
話
（
高
縄
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
八 
飴
を
買
っ
た
幽
霊
（
山
上
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
九 
娘
の
知
恵 
（
山
上
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
九 
猿
む
こ
入
り
②
（
山
上
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
一 
 
【
新
里
村
の
民
話
（
話
者
名
と
題
名
）】・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
三 
【
民
話
採
訪
を
終
え
て
】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
ち
く
さ
（
小
豆
ば
ば
あ
の
こ
と
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
六 
み
ち
く
さ
（
昔
話
と
伝
説
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
七 
み
ち
く
さ
（
勢
多
郡
の
雨
に
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
八 
【
編
集
後
記
】・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
九 
【
民
話
分
科
会
名
簿
】・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
九 
 
 8 
 
【
新
里
村
の
民
話
】 
 
  
猿
む
こ
い
り
① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
上
や
ま
か
み
） 
  
お
じ
い
さ
ん
が
ね
、
三
人
の
娘
が
あ
っ
て
、
田
ん
ぼ
に
水
が
か
か
ら
な
い
で
困
っ
て
た
ん
で
す
よ
ね
。
田
ん
ぼ
が
ひ
え
ち
ゃ
っ
て
ね
（
干
あ
が
っ
て
ね
）
、
稲
が
伸
び
な
く
な
っ
て
。
困
っ
て
お
り
ま
し
た
ら
、
そ
こ
に
猿
が
き
て
、
そ
れ
で
、 
「
お
じ
い
さ
ん
、
何
心
配
し
て
ん
の
」 
っ
て
言
う
か
ら
、 
「
水
が
か
か
ら
な
く
て
困
っ
て
い
る
ん
だ
」 
っ
て
。
そ
し
た
ら
、 
「
じ
ゃ
あ
、
お
じ
い
さ
ん
の
う
ち
に
娘
が
三
人
い
る
か
ら
、
そ
れ
の
一
人
を
俺
に
く
れ
れ
ば
ね
、
田
に
水
か
け
て
あ
げ
る
」 
っ
て
ね
、
猿
が
。
で
、
猿
に
そ
う
言
わ
れ
て
お
じ
い
さ
ん
は
ね
、
稲
が
大
事
だ
か
ら
、 
「
じ
ゃ
あ
、
あ
げ
る
か
ら
」 
と
言
っ
た
ら 
水
を
ぱ
っ
と
か
け
て
く
れ
て
、稲
が
ど
ん
ど
ん
伸
び
た 
ん
で
す
ね
。 
 
で
、
お
じ
い
さ
ん
は
家
に
帰
っ
て
、
寝
込
ん
じ
ゃ
っ
た
わ
け
で
す
よ
、
猿
の
と
こ
ろ
に
嫁
に
く
れ
る
っ
て
い
う
ん
で
。
で
す
か
ら
（
一
番
上
の
娘
が
き
て
）、 
「
お
じ
い
さ
ん
、
ど
う
し
た
の
」 
「（
・
・
・
聴
き
取
れ
ず
？
・
・
・
）
だ
け
ど
、
猿
の
と
こ
ろ
に
嫁
に
い
っ
て
く
れ
」 
 
そ
し
た
ら
、
娘
さ
ん
が 
え
ら
く
お
こ
っ
て
ね
。 
そ
し
た
ら
、
次
の
娘
さ
ん
が
来
て
、
ま
た
同
じ
こ
と
を
言
っ
た
。
次
の
娘
さ
ん
も 
お
こ
っ
ち
ゃ
っ
て
、
そ
し
た
ら
、
三
番
目
の
娘
さ
ん
が
言
っ
た
ん
だ
っ
て
さ
。 
「
ど
う
し
た
ん
で
す
か
」 
っ
て
言
っ
た
ら
、 
「
猿
の
と
こ
ろ
に
嫁
に
行
っ
て
く
れ
」 
 
（
・
・
・
聴
き
取
れ
ず
？
・
・
・
）
心
や
さ
し
い
娘
さ
ん
で
、 
 9 
「
お
嫁
に
行
っ
た
る
」 
っ
て
ね
。
そ
し
た
ら
、 
「
も
ち
米
を
も
た
し
て
く
れ
」 
っ
て
言
う
ん
で
す
よ
ね
。 
 
そ
し
て
、
も
ち
米
を
も
た
し
て
や
っ
て
、
猿
の
と
こ
ろ
に
お
嫁
さ
ん
に
行
っ
た
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
し
た
ら
（
娘
が
）、 
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
う
ん
と
お
も
ち
が
好
き
だ
か
ら
、
も
ち
を
つ
い
て 
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
に
も
っ
て
、
里
帰
り
を
し
た
い
」 
っ
て
言
っ
た
ん
だ
っ
て
ね
。
そ
し
た
ら
（
猿
は
）、 
「
そ
う
か
い
、
そ
う
か
い
」 
っ
て
臼うす
で 
も
ち
を
つ
い
て
く
れ
て
、 
「
何
に
い
れ
て
い
こ
う
か
」 
っ
て
。 
「
重
箱
に
い
れ
て
い
く
と
、
臭
く
な
る
か
ら
、
臼
で
し
ょ
っ
て
い
っ
て
く
れ
」 
っ
て
い
う
ん
で
す
。
猿
が
し
ょ
っ
て
、
娘
が
つ
い
て
い
っ
た
ら
、
柳
の
コ
ロ
コ
ロ
が
、
川
の
端
に
大
き
な
柳
の
木
が
あ
っ
て
、 
「
お
じ
い
さ
ん
は
、
柳
の
コ
ロ
コ
ロ
が
好
き
だ
か
ら
、
と
っ
て
い
っ
て
や
ろ
う
」 
と
い
う
わ
け
で
す
よ
。
今
度
は
、 
「
草
の
上
に
お
く
と
草
臭
く
な
る
か
ら
」 
「
じ
ゃ
あ
、
し
ょ
っ
て
い
こ
う
」 
と
い
う
わ
け
で
す
よ
ね
。
し
ょ
っ
て
（
猿
が
柳
の
木
に
）
登
っ
た
ら
、 
「
ど
こ
だ
」 
「
こ
こ
よ
、
こ
こ
に
い
い
枝
が
あ
る
」 
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
上
に
登
っ
て
い
っ
た
ら
、
そ
し
た
ら
お
っ
こ
っ
ち
ゃ
っ
た
わ
け
。 
そ
れ
で
猿
が
お
っ
こ
っ
て
、
臼
が
上
に
あ
が
っ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
、
つ
ぶ
さ
れ
っ
ち
ゃ
っ
た
で
す
が
ね
。
そ
れ
で
お
嫁
さ
ん
は
、 
「
猿
が
下
な
り
、
う
す
が
上
な
り
」 
っ
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
に
逃
げ
て
帰
っ
た
と
さ
。 
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屁
ひ
り
女
房  
 
 
 
 
 
        
 
（
山
上
） 
 
 
す
ご
く
お
な
ら
す
る
娘
が
い
て
、
そ
れ
で
嫁
に
い
け
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。 
あ
る
人
が 
お
嫁
さ
ん
に
ほ
し
い
っ
て
い
う
ん
で
、
く
れ
た
ら
、
青
く
な
っ
て
細
く
な
っ
て
病
気
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
お
母
さ
ん
が
、 
「
ど
う
し
た
ん
だ
い
」 
っ
て
聞
い
た
ら
、 
「
今
ま
で 
だ
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
お
な
ら
が
で
た
く
て
ね
。
す
る
と
迷
惑
が
か
か
る
ん
で
、
お
な
ら
し
な
い
で
い
る
。
そ
の
た
め
に
顔
色
が
わ
る
く
な
っ
て
い
る
」 
「
じ
ゃ
あ
、
そ
ん
な
ら 
い
く
ら
し
て
も
い
い
か
ら
、
う
ち
は 
か
ま
わ
な
い
よ
」 
「
じ
ゃ
あ
、
お
母
さ
ん
、
柱
に
つ
か
ま
っ
て
て
く
だ
さ
い
」 
で
、
お
母
さ
ん
が
つ
か
ま
っ
て
た
ら
、
そ
し
た
ら
娘
の
大
き
い
お
な
ら
で
、
お
母
さ
ん
が
飛
ば
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
っ
て
。
そ
れ
で
ね
、 
 
 
 
「
こ
ん
な
嫁
は 
お
け
ら
ん
な
い
」 
っ
て 
出
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
わ
け
ね
。 
そ
し
た
ら
、
し
ょ
ぼ
し
ょ
ぼ
い
き
ま
し
た
ら
、
お
婿むこ
さ
ん
も
、
し
ょ
う
が
な
い
、
実
家
ま
で
送
っ
て
い
く
わ
け
で
す
よ
。
一
緒
に
来
た
ら 
大
き
な
梨
の
木
が
道
路
の
端
に
あ
っ
て
、
梨
を
も
ぐ 
牛
だ
か
な
ん
か
ひ
い
た
男
の
人
が
い
て
、
そ
れ
で
、
そ
の
木
が
大
き
く
て
、
梨
が
と
れ
な
い
で
い
た
み
た
い
ね
。
そ
れ
で
、
そ
の
、 
「
ど
う
し
た
ん
で
す
か
」 
と
言
っ
た
ら
、 
「
梨
が
い
っ
ぱ
い
な
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
と
れ
な
い
で
困
っ
て
い
る
ん
だ
」 
っ
て
い
っ
た
ら
（
お
嫁
さ
ん
は
）、 
「
じ
ゃ
あ
、
私
が
と
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」 
っ
て
い
っ
て
、
木
の
方
に
向
か
っ
て
屁
を
。
が
ば
ら
ば
ら
っ
て
（
梨
が
）
落
ち
ち
ゃ
っ
て
、
そ
し
た
ら
、 
「
牛
を
お
礼
に
あ
げ
る
よ
」 
っ
て
、
そ
し
た
ら
（
お
婿
さ
ん
は
）、 
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「
こ
ん
な
働
く
お
嫁
さ
ん
は
、
牛
一
頭
買
え
る
よ
う
な
人
は
い
な
い
ん
だ
か
ら
、
こ
ん
な
い
い
お
嫁
さ
ん
は
と
て
も
返
せ
な
い
」 
っ
て
、
家
に
連
れ
て
き
た
。 
    
 
 
娘
の
蛇
退
治 
 
 
 
    
        
 
   
（
山
上
） 
  
（
・
・
・
聴
き
取
れ
ず
？
・
・
）
大
蛇
が
出
て
、
村
の
人
が
困
る
ん
で
、
庄
屋
様
が
、 
「
誰
か
、
大
蛇
を
退
治
し
た
人
に
は
、
な
ん
で
も 
い
う
こ
と
き
い
て
く
れ
る
」 
 
そ
れ
は
ね
、
大
蛇
が
出
て
、
村
の
人
を
困
ら
せ
た
わ
け
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
、
娘
さ
ん
が
、 
「
じ
ゃ
あ
、
私
が
退
治
・
・
・
」 
 
そ
し
た
ら
、
娘
さ
ん
が
針
四
本
も
っ
て
、
そ
し
て
沼
の
ほ
と
り
に
き
た
ら
、
娘
が
来
た
っ
て
い
う
ん
で
、
大
蛇
が
み
ん
な
出
て
き
て
、
娘
さ
ん
に
飛
び
か
か
ろ
う
と
し
た
ら
、（
娘
が
）
針
四
本
ぱ
あ
っ
と
沼
の
中
に
投
げ
た
ら
、（
大
蛇
は
）
沈
ん
じ
ゃ
っ
て
、
そ
れ
っ
き
り
村
の
中
に
は
出
な
か
っ
た
ん
だ
っ
て
。 
 
娘
さ
ん
は
、
庄
屋
さ
ん
の
息
子
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
嫁
に
い
っ
た
ん
だ
っ
て
。 
    
 
 
三
び
き
の
蝶 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
高
泉
た
か
い
ず
み
） 
  
蝶
々
ち
ょ
う
ち
ょ
う
が
ね
、
三
人
兄
弟
で
ね
、
赤
い
蝶
々
と
ね
、
白
い
蝶
々
と
ね
、
黄
色
い
蝶
々
が
、
野
原
で
あ
そ
ん
で
い
た
ん
だ
っ
て
。
そ
し
た
ら
、ふ
い
に 
に
わ
か
雨
が
き
て
、そ
れ
で
、す
み
れ
と
か
な
ん
と
か
、
赤
い
蝶
々 
赤
い
花
の
と
こ
ろ
に
い
っ
て
、雨
に
ふ
ら
れ
ち
ゃ
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
か
ら
、
一
夜
の
宿
を
た
の
ん
だ
ら
、
そ
し
た
ら
ね
、 
「
お
前
さ
ん
は
、
私
の
赤
い
花
と
同
じ
だ
か
ら
、
お
前
さ
ん
だ
け
は
ね
、
葉
っ
ぱ
の
影
と
か
な
ん
と
か
に
雨
や
ど
り
さ
せ
る
け
ど
、
他
の
 12 
人
は
だ
め
だ
」 
っ
て
い
う
ん
だ
っ
て
、
そ
し
た
ら
（
赤
い
蝶
は
）、 
「
自
分
だ
け
い
い
思
い
し
て
も
、
あ
と
の
二
人
の
兄
弟
が 
雨
に
う
た
れ
る
と
飛
べ
な
く
な
る
し
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
か
ら
、
そ
う
い
う
ん
じ
ゃ 
い
い
で
す
」 
っ
て
断
っ
て
。 
そ
し
た
ら
、白
い
羽
根
の
蝶
々
が 
白
い
花
の
と
こ
ろ
に
い
っ
た
ん
だ
っ
て
。
そ
し
た
ら
や
っ
ぱ
り
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
い
わ
れ
た
ん
だ
よ
ね
。
三
人
が
三
人
と
も
そ
う
い
う
ん
じ
ゃ
、
兄
弟 
こ
の
人
が
わ
る
く
て
、
こ
の
人
が
よ
く
な
っ
た
っ
て
い
う
ん
じ
ゃ
よ
く
な
い
か
ら
、 
「
そ
う
い
う
ん
じ
ゃ
、
い
い
で
す
」 
っ
て
、
三
人
と
も
苦
労
し
ま
す
っ
て
、
出
て
い
っ
た
ん
だ
っ
て
。 
 
そ
し
た
ら
、
お
て
ん
と
う
様
が
聞
い
て
、 
「
や
れ
や
れ
、
感
心
な
兄
弟
だ
」 
っ
て
、
太
陽
が
天
気
に
し
て
く
れ
た
。
兄
弟
仲
よ
く
し
な
け
り
ゃ 
し
よ
う
が
な
い
ぞ
っ
て
。 
 
 
 
  
小
沼
（
こ
の
）
伝
説    
 
 
 
 
 
 
 
     
（
藤
生
沢
ふ
じ
ゅ
う
ざ
わ
） 
  
赤
堀
の
長
者
の
娘
が
ね
、
赤
城
が
よ
く
見
え
る
と
こ
に
ね
、
行
っ
て
み
た
い
と
言
っ
て
ね
、
長
者
だ
か
ら
、
う
ん
と
金
持
っ
て
る
か
ら
ね
、
お
か
ご
か
何
か
で
ね
、
そ
れ
で
行
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
番
頭
さ
ん
な
ん
か
も 
う
ん
と
行
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
長
者
だ
か
ら
ね
、
金
う
ん
と
持
っ
て
る
か
ら
ね
、
番
頭
だ
っ
て 
五
人
や
六
人
い
た
ん
だ
ん
べ
ね
。 
そ
ん
で
、
女
中
も
い
る
ん
だ
ん
べ
ね
。
そ
ん
で
も
っ
て
（
赤
城
へ
登
っ
て
）
沼
へ
行
っ
て
。
そ
の
水
飲
み
に
行
く
と
か
い
っ
て
、
そ
の
ま
ま
沼
へ
入
っ
て
い
っ
ち
ゃ
っ
た
、
帰
っ
て
く
ん
な
い
べ
ね
。
そ
れ
か
ら
、
ま
た
ち
ょ
っ
と
出
て
き
た
ん
だ
と
か
言
っ
た
ね
。
そ
ん
だ
け
ど
、
沼
へ
こ
う
、
出
て
き
た
ん
だ
と
ね
。
そ
れ
で
ま
た
、
入
っ
て
い
っ
ち
ゃ
た
ら
し
い
ん
だ
よ
ね
。 
（
娘
の
ま
ん
ま
だ
か
）
蛇
に
な
っ
ち
ま
っ
た
ん
だ
か
、
よ
く
は
わ
か
ん
な
い
ん
だ
よ
ね
。
ま
あ
、
沼
の
主ぬし
に
な
っ
ち
ま
っ
た
ら
し
い
ん
だ
よ
ね
。
ま
あ
、
沼
へ
入
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
、
昔
の
こ
と
で
、
水
を
干
し
た
ら
出
て
く
る
だ
ん
べ
と
思
っ
て
、
そ
ん
で 
山
の
土
手
を
、
こ
 13 
う
、
ひ
っ
か
い
た
わ
け
だ
よ
ね
。
山
の
む
こ
う
へ
出
し
た
わ
け
だ
よ
ね
。
そ
れ
が
粕
川
か
す
か
わ
だ
っ
て
い
う
川
に
な
っ
た
ん
だ
ね
、
今
。
あ
ん
な
大
き
な
川
に
な
っ
た
。（
番
頭
や
女
中
さ
ん
が
土
手
を
切
り
く
ず
し
た
ん
だ
が
、
娘
は
）
出
て
き
な
か
っ
た
。 
 
あ
の
、
ま
あ
、
番
頭
か
何
か
、
お
か
ご
で
送
っ
て
っ
た
人
の
墓
場
が
た
っ
て
る
ん
だ
っ
て
ね
。
奥
沢
っ
て
い
う
と
こ
ろ
に
ね
。
ま
あ
、
は
っ
き
り
わ
か
ら
ね
え
ん
だ
け
ど
、
い
っ
し
ょ
に
沼
の
主
に
な
っ
ち
ま
っ
た
ん
だ
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
の
番
頭
で
好
き
で
、
好
き
だ
っ
て
ん
で
逃
げ
た
と
い
う
話
も
あ
る
ん
だ
け
ん
ど
ね
、
実
際
は
、
沼
に
入
っ
た
っ
て
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
だ
よ
ね
。 
   
 
小
沼
（
こ
の
）
伝
説 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
大
久
保
） 
  
一
人
娘
さ
ん
が
ね
、
い
て
ね
、
白
い
蛇
が
出
て
き
た
と
か
な
ん
と
か
っ
て
い
う
お
話
で
し
た
よ
ね
。
ど
う
し
て
も
大
洞
へ
行
き
た
い
っ
て
行
っ
た
ら
、
そ
し
た
ら
、
小
沼
の
方
へ
入
っ
て
、
大
沼
と
小
沼
と
赤
城
に
あ
る
で
し
ょ
。
で
、
小
沼
の
方
へ
入
っ
て
ね
。
こ
う
、
入
っ
て
そ
れ
っ
き
り 
あ
れ
だ
と
か
っ
て
い
う
ん
で
ね
。 
で
、
そ
こ
の
赤
堀
の
道
元
て
い
う 
そ
こ
の
う
ち
で
は
ね
、
毎
年
、
そ
の
日
の
命
日
に
行
っ
て
ね
、
お
供
え
を
あ
げ
る
ん
で
す
っ
て
ね
。
あ
そ
こ
へ
ね
。
そ
う
し
ま
す
と
、
ど
う
い
う
加
減
か
、
み
ん
な 
そ
れ
が
吸
い
こ
ま
れ
ち
ゃ
う
ん
だ
そ
う
で
す
よ
ね
。
そ
ん
な
こ
と
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 
  
  
    
小
沼
（
こ
の
）
伝
説 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
（
鏑
木
か
ぶ
ら
き
） 
 
 
 
道
元
と
い
う
酒
屋
の
娘
が
、（
理
由
は
）
何
で
あ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、（
赤
城
へ
行
っ
た
）
そ
の
と
き
は
、
一
人
で
行
っ
た
ん
で
な
く
て
、
か
ご
に
の
っ
て
い
っ
た
が
、
い
つ
に
ま
に
か 
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
っ
て
言
っ
た
ね
。 
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そ
れ
で
、
ほ
ら
、
大
蛇
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
ん
だ
っ
て
ね
。
池
へ
入
っ
て
、
出
て
き
た
の
が
大
蛇
に
な
っ
た
。（
娘
が
）
か
ご
の
中
か
ら
い
な
く
な
っ
た
ん
で
、（
お
供
の
人
が
）
さ
が
し
た
ん
だ
ろ
う
ね
。
そ
し
た
ら
、
蛇
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
ん
だ
っ
て
ね
。 
そ
れ
で
、
こ
う
い
う
姿
に
な
っ
た
か
ら
、
あ
き
ら
め
て
く
れ
っ
て
ね
。
で
、
命
日
に
は
、
よ
く
お
赤
飯
を
も
っ
て
ね
、
沼
へ
そ
れ
を
も
っ
て
あ
け
る
（
お
供
え
を
す
る
）
か
何
か
す
る
と
、
す
ぐ
（
お
赤
飯
が
）
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
な
ん
て
ね
。 
 
   
 
 
小
沼
（
こ
の
）
伝
説 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
上
・
そ
の
一
） 
  
大
尽
だ
い
じ
ん
様
の
お
嬢
様
と
、
お
嬢
様
の
も
と
に
仕
え
て
い
る
番
頭
さ
ん
と
恋
仲
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
何
と
か
し
て
二
人
だ
け
で
ね
、
過
ご
し
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
何
か
機
会
は
な
い
か
っ
て
い
う
ん
で
、
あ
の
、
大
洞
に
登
り
た
い
と
い
う
の
で
、
そ
れ
で
、
お
か
ご
に
の
せ
て
、
家
来
だ
か
、
番
頭
さ
ん
だ
か
い
っ
ぱ
い
つ
い
て
登
っ
た
ん
だ
そ
う
で
す
。 そ
れ
で 
あ
の
、
ワ
イ
ワ
イ
遊
ん
で
騒
い
で
い
る
う
ち
に
、（
お
嬢
様
と
番
頭
は
）
い
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
そ
う
で
す
よ
ね
。
そ
れ
で
、（
黒
保
根
村
く
ろ
ほ
ね
む
ら
の
）
涌
丸
わ
く
ま
る
に
着
物
と
帯
が
あ
る
っ
て
い
っ
た
で
し
ょ
う
。 そ
し
て
、
そ
の
、
好
き
な
二
人
同
士
で
、
向
こ
う
側
に
行
っ
ち
ゃ
っ
た
そ
う
で
す
。（
粕
川
か
す
か
わ
村
の
）
月
田
の
方
か
ら
登
っ
た
そ
う
で
す
か
ら
、
行
く
と
き
は
。
そ
れ
で
、
東
の
方
へ
、
あ
の
、
黒
保
根
村
の
方
へ
二
人
で
逃
げ
ち
ゃ
っ
て
、
お
寺
へ
い
っ
て
、
か
く
ま
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
で
、
そ
の
き
れ
い
な
着
物
と
帯
は
、
脱
ぎ
捨
て
ち
ゃ
っ
て
ね
、
普
通
の
女
の
人
の
着
物
き
て
、
普
通
の
女
の
人
に
な
っ
て
、
密
か
に
暮
ら
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
そ
う
で
す
よ
。 
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小
沼
（
こ
の
）
伝
説 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
板
橋
） 
  
道
元
と
い
う
大
尽
の
娘
が
、
お
っ
か
な
首
の
と
こ
ろ
に
、
す
っ
と
こ
コ
ケ
が
生
え
て
、
剃
っ
て
も
、
剃
っ
て
も
生
え
る
ん
だ
と
。
そ
う
っ
た
ら
、
十
六
に
な
っ
た
ら
、 
「
大
洞
行
き
て
ぇ
」 
と
言
う
ん
で
、
番
頭
さ
ん
が
、
お
か
ご
に
の
せ
て
ね
、
そ
れ
で
、
連
れ
て
っ
た
ら
、 
「
水
が
の
み
て
ぇ
」 
て
言
う
ん
で
、 
「
の
ん
で
こ
い
」 
と
い
っ
た
ら
、
ダ
イ
ソ
ウ
（
？
 
）
や
っ
た
ら
ね
、
グ
ッ
グ
ウ
ー
と
小
沼
、
入
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
っ
て
。 
 
そ
し
た
ら
、
幾
時
間
た
っ
た
ら
ね
、 
「
俺
、
こ
う
姿
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
家
帰
れ
な
い
か
ら
、
み
ん
な
帰
っ
て
く
れ
」 
  
蛇
に
な
っ
た
て
ね
。 
「
十
六
に
な
っ
た
ら
山
に
行
く
な
」 
っ
て
ゆ
っ
た
ぐ
ら
い
に
、
今
で
も
そ
う
で
す
よ
。 
赤
飯
ち
ゃ
ん
と
、
こ
う
詰
め
て
、
沼
へ
放
す
よ
。
そ
の
娘
が
ね
、
死
ん
だ
、
そ
い
つ
を
や
っ
て
る
よ
。
今
、
赤
城
神
社
へ
板
橋
が
あ
っ
て
や
っ
て
る
ん
だ
よ
。 
  
  
 
 
小
沼
（
こ
の
）
伝
説 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
八
幡
） 
  
昔
、
あ
の
、
赤
堀
の
道
元
っ
て
と
こ
に
、
道
元
サ
ン
ゲ
ン
ナ
カ
サ
ン
ゲ
ン
て
ね
、
あ
そ
こ
、
道
元
に
ね
三
軒
大
き
な
屋
敷
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
の
娘
が
ね
、
赤
城
山
に
行
き
た
い
っ
て
、
お
か
ご
に
の
っ
て
、
昔
の
こ
と
だ
か
ら
ね
、
そ
れ
で
大
洞
へ
お
か
ご
で
か
つ
い
で
行
っ
た
ん
で
す
よ
。 
そ
し
た
ら
、
沼
を
見
て
る
う
ち
に
、
す
ー
っ
と
中
へ
入
っ
て
い
っ
ち
ゃ
っ
た
ら
ね
、沼
ん
中
へ
え
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
っ
て
。そ
し
た
ら
、
 16 
か
ご
か
つ
い
で
行
っ
た
人
が
ね
、
よ
わ
っ
ち
ゃ
っ
た
。 
「
な
ん
と
か
、
今
一
回
、
姿
を
見
せ
て
く
れ
」 
っ
て
言
っ
た
ら
、
こ
ん
だ
、
大
蛇
に
な
っ
て
出
て
き
た
っ
て
い
う
伝
説
も
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
で
、
山
中
の
、
な
ん
て
い
っ
た
か
、
お
寺
に
、
娘
の
着
て
い
っ
た
着
物
か
、
な
ん
と
か
、
保
存
し
て
あ
る
っ
て
い
う
話
も
き
き
ま
し
た
ね
。 
    
 
 
小
沼
（
こ
の
）
伝
説 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
奥
沢
） 
  
言
い
伝
わ
っ
て
い
る
石
碑
が
あ
る
ん
で
す
。
赤
堀
の
、
そ
の
当
時
か
ら
栄
え
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
が
、
道
元
と
い
う
酒
屋
の
一
人
娘
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
当
時
だ
か
ら
、
旧
暦
の
五
月
八
日
に
赤
城
の
山
開
き
と
い
っ
た
ん
で
す
が
ね
。 
 
 
そ
の
と
き
、（
娘
が
）
登
り
た
い
っ
て
。
そ
の
当
時
は
、
女
人
禁
制
っ
て
い
わ
れ
て
た
ん
で
し
ょ
う
よ
。
そ
れ
を
無
理
に
頼
ん
で
、
そ
れ
で
雇
い
人
で
し
ょ
う
、そ
れ
を
お
と
も
に
つ
れ
て
い
っ
た
ん
で
し
ょ
。
沼
へ
い
く
と
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
沼
に
入
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
。 
し
ば
ら
く
し
て
、
蛇
に
な
っ
て
浮
か
ん
で
き
て
、
そ
う
い
う
姿
で
帰
れ
な
い
か
ら
、
み
ん
な
帰
っ
て
く
れ
、
と
い
わ
れ
て
、（
お
と
も
の
者
は
）
と
ぼ
と
ぼ
帰
っ
て
き
て
、
七
人
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
が
、
す
ぐ
そ
こ
の
小
高
く
な
っ
た
と
こ
な
ん
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
来
て
主
人
に
め
ん
ぼ
く
な
く
帰
れ
な
い
っ
て
い
う
ん
で
、
自
害
し
た
っ
て
い
う
ん
で
す
。 
 
そ
れ
を
気
の
毒
な
こ
と
だ
と
い
っ
て
、う
ち
の
先
祖
が（
石
碑
を
）
建
て
た
ん
だ
そ
う
だ
。 
 
今
で
も
や
っ
て
る
ん
だ
か
や
っ
て
な
い
ん
だ
か
、今
じ
ゃ
、虚
空
蔵
こ
く
ぞ
う
の
沼
、
粕
川
か
す
か
わ
の
源
流
の
沼
な
ん
で
す
が
、
そ
こ
に
行
っ
ち
ゃ 
赤
飯
な
げ
こ
む
ん
だ
そ
う
で
す
。 
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小
沼
（
こ
の
）
伝
説 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
上
・
そ
の
二
） 
  
赤
堀
道
元
が
、
そ
の
年
に
ね
、
う
ん
と
干
ば
つ
だ
っ
た
ら
し
い
ん
だ
よ
ね
。
干
ば
つ
で
ね
、
赤
城
の
小
沼
の
す
ぐ
そ
ば
の
も
う
一
つ
池
が
あ
っ
た
ら
し
い
ん
だ
よ
ね
。 
で
、
娘
が
飛
び
込
ん
だ
っ
て
い
う
の
は
、
実
際
に
は 
小
沼
じ
ゃ
な
く
て
、
ち
が
う
池
な
ん
だ
よ
ね
。
で
、
娘
が
飛
び
込
ん
だ
ん
だ
か
ら
、
娘
を
助
け
る
っ
て
い
う
ん
で
、
土
手
を
切
っ
て
、
そ
の
水
を
ひ
っ
ぱ
っ
ち
ゃ
っ
た
わ
け
さ
ね
。 
で
、
そ
れ
が
（
道
元
が
）
よ
う
す
る
に
、
そ
の
と
き
の
殿
様
だ
か
ら
ね
、
か
な
り
え
ら
い
人
な
ん
で
、
何
十
人
も
百
姓
を
つ
れ
て
っ
て
土
手
を
切
っ
て
、
そ
れ
で
娘
を
助
け
る
っ
て
い
う
名
目
で
、
そ
の
水
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
き
て
、
そ
れ
で
田
植
え
を
し
た
っ
て
い
う
。 
 
こ
れ
は
、
真
実
の
、
あ
っ
た
話
ら
し
い
ん
だ
よ
ね
。（
娘
が
飛
び
込
ん
だ
と
い
う
）
理
由
に
な
っ
た
こ
と
は
、
う
そ
な
ん
だ
け
ど
も
、
水
を
ひ
い
た
の
は
、
真
実
ら
し
い
ん
だ
よ
ね
。 
 
娘
が
飛
び
込
ん
だ
の
は
、桜
の
咲
く
時
期
な
ん
だ
よ
ね
。だ
か
ら
、
田
植
え
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
お
そ
い
ん
だ
よ
ね
。
そ
う
い
う
ん
だ
け
ど
も
、
娘
が
飛
び
込
ん
で
、（
道
元
の
領
地
の
）
百
姓
が
、
田
植
え
が
で
き
な
く
て
困
っ
て
る
ん
だ
か
ら
、
娘
を
助
け
る
っ
て
、
よ
う
す
る
に
、
も
う
死
ん
で
る
わ
け
な
ん
だ
け
ど
ね
、
だ
け
ど
、
土
手
を
切
っ
て
、
水
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
田
植
え
を
さ
せ
た
っ
て
い
う
、
そ
れ
が
真
実
ら
し
い
ん
だ
よ
ね
。 
そ
れ
が
、赤
堀
道
元
の
娘
が 
沼
に
と
び
こ
ん
で
大
蛇
に
な
っ
た
っ
て
い
う
ね
。
実
際
に
は
、
娘
は
沼
に
も
入
ん
な
い
し
、
大
蛇
に
も
な
っ
て
な
い
か
ら
、
真
実
が
わ
か
る
と
ま
ず
い
わ
け
だ
よ
ね
。
ど
こ
か
に
娘
を
逃
し
た
ん
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、（
一
緒
に
沼
に
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
）
番
頭
と
女
中
を
、
全
部
殺
し
ち
ゃ
っ
て
、
奥
沢
に
埋い
け
ち
ゃ
っ
た
ら
し
い
ん
だ
よ
ね
。
で
、
そ
の
奥
沢
に
埋
け
た
の
が
、
こ
こ
の
墓
な
ん
だ
よ
ね
。 
 
   
 18 
 
 
 
関
の
瀧
興
寺
り
ゅ
う
こ
う
じ
の
猫
の
踊
り 
 
 
 
 
 
 
（
山
上
） 
  
（
関
に
あ
る
瀧
興
寺
は
今
か
ら
百
二
〜
三
十
年
前
の
十
二
代
尊
盛
、
十
三
代
尊
栄
と
い
う
住
職
が
い
た
と
き
、
い
ち
ば
ん
栄
え
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
頃
の
話
で
あ
る
。） 
 
三
毛
の
オ
ス
猫
が
い
た
っ
て
い
う
ん
で
す
よ
ね
。
で
、
あ
の
猫
め
と
い
う
の
は
、
染
色
体
の
関
係
で
、
ト
ラ
猫
な
ら
オ
ス
、
三
毛
猫
な
ら
メ
ス
っ
て
決
ま
っ
て
る
ん
だ
よ
ね
。
だ
か
ら
、
あ
の
三
毛
猫
の
オ
ス
っ
て
い
う
の
は
非
常
に
珍
し
い
っ
て
い
う
こ
と
で
ね
。
漁
師
な
ん
か
が
船
に
乗
る
と
き
な
ん
か
、
三
毛
猫
の
オ
ス
を
連
れ
て
く
っ
て
い
う
と
、天
候
の
変
わ
る
の
な
ん
か 
教
え
る
っ
つ
う
伝
説
が
あ
る
ん
で
す
ね
。 
そ
れ
で
、
瀧
興
寺
に
和
尚
さ
ん
が
三
毛
猫
と
小
僧
さ
ん
と
住
ん
で
お
っ
て
、
そ
れ
が
あ
の
（
・
・
・
原
書
文
字
印
刷
不
鮮
明
・
・
・
）
そ
の
和
尚
さ
ん
が
、
手
ぬ
ぐ
い
と
い
う
も
の
を
非
常
に
大
切
に
し
て
お
っ
て
、
手
ぬ
ぐ
い
は
汗
が
出
た
と
き
は 
ふ
け
ば
い
い
し
、
下
駄
の
鼻
緒
が
切
れ
た
っ
て 
ち
ょ
っ
と
そ
こ
や
ぶ
け
ば
、鼻
緒
に
な
る
し
ね
。
そ
れ
で
大
事
に
し
て
お
っ
た
ん
だ
け
ど
も
、台
所
っ
て
い
う
の
か
ね
、
台
所
か
風
呂
場
の
敷
居
に
篠
竹
を
横
に
お
い
て
、
年
中
手
ぬ
ぐ
い
を
さ
げ
と
く
わ
け
だ
よ
ね
、
そ
う
す
る
と
そ
の
手
ぬ
ぐ
い
が
朝
に
な
る
と
汚
れ
て
る
ん
だ
っ
て
。 
「
小
僧
、
人
の
手
ぬ
ぐ
い
な
ん
か
汚
ご
し
ち
ゃ
だ
め
だ
」 
っ
て
言
う
ん
だ
け
ど
小
僧
は
、 
「
わ
た
し
、
や
っ
た
覚
え
が
な
い
」 
っ
て
い
う
ん
で
す
よ
ね
。 
 
あ
る
と
き
、和
尚
さ
ん
が
遠
く
の
方
に 
お
つ
か
い
に
い
っ
た
わ
け
さ
ね
。
そ
れ
で
、
帰
る
と
き
に
な
っ
た
ら
日
が
暮
れ
ち
ゃ
っ
て
、
ほ
ん
と
に
真
っ
暗
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
あ
の
手
さ
ぐ
り
足
さ
ぐ
り
で
、
ま
あ
こ
っ
ち
、
お
寺
の
方
に
向
か
っ
て
来
る
わ
け
さ
あ
。 
そ
う
す
る
っ
つ
う
と
、
急
に
あ
の
原
っ
ぱ
が
開
け
て
、
そ
こ
に
う
す
明
る
く 
な
に
か
今
で
い
え
ば
、
ぼ
ん
ぼ
り
か 
ち
ょ
う
ち
ん
つ
う
ん
か
ね
、
そ
ん
な
ん
が
つ
い
て
い
る
よ
う
な
明
る
い
草
っ
ぱ
ら
が
あ
っ
て
。
そ
れ
で
、
笛
や
太
鼓
が
聞
こ
え
た
っ
て
い
う
ん
だ
よ
ね
。
で
、
そ
の
草
っ
ぱ
ら
で
（
和
尚
さ
ん
は
）、 
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「
お
か
し
い
な
、
化
か
さ
れ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」 
っ
て
い
う
こ
と
で
、
目
を
こ
す
っ
て
み
た
っ
て
い
う
ん
だ
よ
ね
。
だ
け
ど
も
化
か
さ
れ
た
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
何
匹
も
何
匹
も
ね
、
猫
が
よ
う
す
る
に
、
は
ち
ま
き
し
た
り 
ほ
っ
か
ぶ
り
し
た
り
し
て 
踊
り
を
踊
っ
て
る
つ
う
ん
だ
よ
ね
、そ
れ
で
踊
り
踊
っ
て
る
つ
う
ん
だ
よ
ね
。 
そ
れ
で
、踊
り
踊
っ
て
た
ん
で 
和
尚
さ
ん
が
そ
ば
ま
で
行
っ
て
隠
れ
て
見
て
た
わ
け
だ
よ
ね
。
そ
し
た
ら
、
笛
や
太
鼓
の
音
が
や
ん
で
猫
も
踊
り
を
ち
ょ
っ
と
休
ん
だ
わ
け
さ
ね
、
そ
し
た
ら
、 
「
今
日
は
ど
う
し
た
か
な
、
三
毛
が
こ
な
い
と
踊
り
は 
も
り
あ
が
ら
な
い
な
ぁ
」 
な
ん
て
こ
と
を
言
っ
て
た
ら
し
い
ん
だ
よ
ね
。
そ
し
た
ら
、
そ
の
う
ち
に
猫
が
一
匹
手
ぬ
ぐ
い
を
か
ぶ
っ
て
か
け
足
で
来
た
っ
ち
ゅ
う
ん
だ
よ
ね
。
そ
し
て
、 
「
ど
う
し
た
、
遅
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」 
っ
て
言
っ
た
ら
、 
「
今
日
、
あ
の
和
尚
さ
ん
が
留
守
で
、
小
僧
さ
ん
が
小
豆
あ
ず
き
が
ゆ
し
た
ん
だ
け
ど
、
そ
の
小
豆
が
ゆ
で
も
っ
て 
急
い
で
食
べ
た
ら 
舌
を
焼
い
ち
ゃ
っ
て
、
そ
れ
で
ま
あ
、
や
っ
と
来
た
ん
だ
」 
っ
て
こ
と
を
言
っ
た
っ
て
い
う
ん
だ
よ
ね
。 
そ
れ
で
和
尚
さ
ん
が
見
た
ら
、
そ
の
小
豆
が
ゆ
を
食
べ
て
舌
を
焼
い
た
っ
て
猫
が
、
自
分
ん
ち
の
三
毛
だ
っ
て
い
う
ん
だ
よ
ね
。
そ
れ
で
、 
「
三
毛
が
来
た
ん
で
、
ま
た
踊
ろ
う
踊
ろ
う
」 
っ
て
い
う
ん
で
、
ま
た
盛
ん
に
踊
り
を
踊
り
だ
し
た
っ
て
い
う
ん
だ
よ
ね
。
そ
れ
で
そ
の
和
尚
さ
ん
も 
そ
の 
そ
ー
っ
と
見
て
、
ま
た 
真
っ
暗
い
道
を
も
ど
っ
て
き
た
わ
け
で
す
よ
ね
。 
 
そ
れ
で
次
の
日
に
な
っ
て
、 
「
手
ぬ
ぐ
い
が
汚
れ
て
る
っ
て
い
う
こ
と
は
、
小
僧
を
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
い
や
小
僧
じ
ゃ
ね
え
や
、
三
毛
だ
っ
た
ん
だ
か
ら
」 
っ
て
い
う
ん
で
、
そ
の
和
尚
さ
ん
は
自
分
の
名
前
を
、
た
と
え
ば
尊
盛
な
ら
「
尊
盛
」
っ
て
自
分
の
名
前
を
か
き
、
小
僧
な
ら
「
小
僧
」
っ
て
か
い
て
、
そ
れ
で
こ
ん
だ
、
新
し
く
三
毛
っ
て
猫
の
名
前
を
か
い
て
、
こ
ん
ど
三
つ
の
手
ぬ
ぐ
い
を
さ
げ
と
い
て
く
れ
た
っ
て
ね
、
そ
う
い
う
伝
説
。 
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竜
源
寺
裏
の
む
じ
な
伝
説 
 
 
 
 
 
 
（
山
上
） 
  
江
戸
時
代
の
後
期
、今
か
ら
だ
い
た
い 
百
七
〜
八
十
年
く
ら
い
昔
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
大
き
な
む
じ
な
が
あ
っ
て
ね
、
あ
の
、
悪
い
こ
と
を
し
た
た
め
に
ね
、よ
う
す
る
に 
む
じ
な
が
化
か
す
と
か
な
ん
と
か
い
う
ん
だ
よ
ね
。
真
偽
の
ほ
ど
は
わ
か
ら
な
い
で
す
け
ど
、
農
家
に
き
て
ニ
ワ
ト
リ
と
か
飼
っ
て
る
も
の
を
も
っ
て
く
わ
け
だ
よ
ね
、
食
べ
る
た
め
に
。 
 
一
度
、罠わな
を
か
け
ら
れ
て
足
を
一
本
も
が
れ
ち
っ
た
ん
だ
よ
ね
ぇ
。
そ
れ
な
ん
で
三
本
足
の
む
じ
な
が
、
罠
に
か
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
逃
げ
ち
ゃ
う
わ
け
だ
よ
ね
。
逃
げ
て
か
ら
よ
け
い
悪
い
こ
と
す
る
し
、
そ
れ
で 
あ
の
む
じ
な
つ
く
っ
て
い
う
ん
だ
け
ど
、む
じ
な
が
つ
く
と
方
向
音
痴
に
な
る
っ
て
い
う
か
、
一
場
所
と
一
晩
中
同
じ
よ
う
な
場
所 
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
お
っ
て
、
朝
に
な
っ
て
気
が
つ
い
て
み
る
と 
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
い
て
、そ
れ
か
ら 
家
に
帰
っ
て
来
た
な
ん
て
こ
と
あ
る
ん
さ
ね
。
そ
れ
で
、
山
上
の
元
町
に
粕
川
友
造
と
い
う
漁
師
が
い
た
ん
だ
よ
ね
。
そ
の
人
が
ね
、 
「
今
夜
は
俺
が 
む
じ
な
退
治
し
よ
う
」 
っ
て
い
う
ん
で
、
鉄
砲
を
も
っ
て
む
じ
な
が
出
る
っ
て
い
う
竜
源
寺
の
裏
に
行
っ
て
。そ
し
た
ら 
大
き
な
石
が
あ
っ
た
っ
て
い
う
ん
だ
よ
ね
。
で
、
大
き
な
石
に
腰
を
お
ろ
し
て
ね
、
そ
れ
で
、
あ
の
た
ば
こ
を
吸
っ
て
、
昔
は
キ
セ
ル
だ
か
ん
ね
、
キ
セ
ル
だ
も
ん
だ
か
ら 
詰
め
替
え
る
の
に
石
で
コ
チ
コ
チ
と
は
た
い
た
も
ん
だ
か
ら
、
石
が
結
局
そ
の
石
と
い
う
の
が 
む
じ
な
が
化
け
た
石
な
ん
だ
よ
ね
。 
そ
れ
で
熱
（
あ
っ
つ
）
い
も
ん
だ
か
ら
、
む
じ
な
が
た
ま
げ
て 
駆
け
出
し
た
っ
て
い
う
ん
だ
よ
ね
。
友
造
と
い
う
人
は
、
そ
の
当
時
と
し
て
は 
鉄
砲
の
名
手
と
い
わ
れ
た
の
で
、
ぶ
っ
た
ら
（
む
じ
な
が
）
大
き
な
声
を
出
し
て
悲
鳴
を
あ
げ
て
倒
れ
た
っ
て
い
う
ん
だ
よ
ね
。 
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山
門
の
御
札
お
ふ
だ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
上
） 
  
関
の
瀧
興
寺
り
ゅ
う
こ
う
じ
に
山
門
が
あ
っ
て
、山
門
の
前
で 
あ
の
赤
子
を
だ
い
て
、
い
つ
も
赤
子
を
だ
い
た
女
の
人
が
き
て
、
赤
子
の
鳴
き
声
が
す
る
わ
け
さ
ね
。
そ
れ
で
、
あ
る
と
き
、
お
坊
さ
ん
が
出
て
き
て 
そ
の
女
に
、 
「
ど
う
し
た
ん
だ
」 
っ
て
こ
と
聞
い
た
ら
、 
「
実
は
、
私
、
人
間
じ
ゃ
な
く
て
蛇
で
、
子
供
が
で
き
た
ん
だ
け
れ
ど
も
乳
が
で
な
い
」 
っ
て
い
う
わ
け
さ
ね
。そ
れ
で 
お
寺
の
山
門
に
魔
よ
け
の
札
が
貼
っ
て
あ
る
ん
だ
よ
ね
。 
そ
の
魔
よ
け
の
お
札ふだ
が
貼
っ
て
あ
る
た
め
に 
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
お
洗
米
と
い
う
の
が
、
お
寺
に
お
米
を
あ
げ
て
オ
サ
ゴ
っ
て
い
う
ん
だ
け
ど
ね
、
オ
サ
ゴ
と
い
う
の
は
そ
の
も
ら
っ
て
き
て
、
家
に
あ
る
米
と
一
緒
に
ま
ぜ
て
た
い
て
、
お
か
ゆ
に
し
て
た
べ
る
と
乳
が
で
る
っ
て
い
う
ん
で
、
そ
れ
が
新
里
に
は
二
つ
あ
る
ん
だ
よ
ね
、
奥
沢
の
東
昌
寺
と
関
の
瀧
興
寺
ね
。 
で
、
オ
サ
ゴ
も
ら
い
に
き
た
わ
け
な
ん
だ
よ
ね
。
そ
れ
で
オ
サ
ゴ
も
ら
っ
て
、
そ
れ
を
煮
て
、
自
分
で
食
べ
る
と
乳
が
出
る
っ
つ
う
、
ま
あ
こ
れ 
蛇
に
た
と
え
て
あ
る
け
ど
、実
際
に
は
人
間
と
同
じ
こ
と
だ
と
思
う
ん
だ
よ
ね
。 
そ
れ
で 
今
で
は
こ
れ
、
山
門
が
あ
っ
て 
お
札
が
貼
っ
て
あ
る
ん
だ
け
ど
ね
、
お
札
は
魔
よ
け
の
お
札
だ
か
ら
、
蛇
は
そ
れ
よ
り
中
に
入
れ
な
い
っ
つ
う
ん
だ
よ
ね
。 
人
間
な
ら
直
接
、
庫
裏
く
り
へ
行
っ
て
ね
、 
「
実
は
、
こ
う
い
う
わ
け
だ
け
ど
も 
子
供
が
で
き
て
お
乳
が
で
な
い
と
困
る
か
ら 
あ
の
オ
サ
ゴ
を
わ
け
て
く
だ
さ
い
」 
っ
て
言
え
る
わ
け
さ
ね
ぇ
。
だ
け
ど
、
蛇
で
も
っ
て 
魔
よ
け
の
お
札
が
あ
る
た
め
に
行
け
な
い
の
で
、
山
門
の
外
で
待
っ
て
て
、
人
が
出
て
く
る
の
を
待
っ
て
た
わ
け
な
ん
だ
よ
ね
。 
 
で
、
よ
う
す
る
に
魔
よ
け
の
お
札
っ
て
い
う
の
は
、
あ
ら
た
か
で
魔
よ
け
に
き
く
ん
だ
っ
て
い
う
。
早
く
い
え
ば
そ
う
い
う
の
を
言
い
た
い
の
と
、そ
の
お
洗
米
を
も
ら
っ
て
く
る
と 
乳
が
で
る
ん
だ
っ
て
 22 
こ
と
、
こ
れ
二
つ
を
い
い
た
い
わ
け
な
ん
だ
よ
ね
。 
    
 
 
小
山
の
由
来 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
上
） 
  
榛
名
は
る
な
山
を
作
る
ん
で
、
一
生
懸
命
や
っ
て
た
ん
だ
け
ど
も
、
も
う
夜
が
明
け
て
し
ま
う
っ
て
い
う
と
駄
目
な
ん
で
、 
「
ほ
ら
一
生
懸
命
や
れ
、
一
生
懸
命
や
れ
」 
っ
て
い
っ
て
、
榛
名
山
作
っ
た
わ
け
。
そ
れ
が
も
う
ひ
と
も
っ
こ
い
い
け
ば
と
い
う
と
、
も
っ
と
き
れ
い
な
山
に
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
。
富
士
山
み
た
い
な
山
に
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
け
ど
、
ま
ぁ
途
中
で
夜
が
明
け
ち
ゃ
っ
た
ん
で
、
し
ょ
う
が
な
い
、
そ
こ
へ
放
り
込
ん
で
、
そ
こ
へ
小
山
と
い
う
山
が
あ
る
。
そ
こ
に
あ
る
ん
だ
よ
ね
。 
 
ひ
と
も
っ
こ
と
い
う
の
は
、
昔
、
担
い
た
ん
で
し
ょ
う
。
土
を
二
人
で
こ
う
入
れ
て
、
そ
れ
を
夜
が
明
け
る
ま
で
に
作
り
な
さ
い
と
神
様
に
言
わ
れ
て
、そ
れ
や
っ
た
と
こ
ろ
が
、上
に
い
か
な
い
う
ち
に
、
こ
こ
ん
と
こ
ろ
で
夜
が
明
け
ち
ゃ
っ
た
の
で
、
そ
の
泥
を
こ
ぼ
し
て
帰
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 
そ
の
た
め
に
そ
の
下
の
小
山
と
い
う
の
か
、
ち
ゃ
ん
と
こ
ん
も
り
し
た
、
ち
っ
ち
ゃ
い
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
。 
    
 
忠
治
の
首
を
洗
っ
た
井
戸 
 
 
 
 
  
  
（
山
上
） 
  
あ
の
そ
こ
に
農
免
道
路
あ
る
で
し
ょ
う
、
中
学
の
東
に
。
あ
そ
こ
の
所
に
、
畑
越
し
て
、
藪やぶ
あ
る
で
し
ょ
う
。
フ
ジ
山
と
い
う
ん
で
す
け
ど
。
そ
こ
に
忠
治
の
首
を
洗
っ
た
井
戸
と
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。 
 
今
は
何
か
ね
、
マ
ン
ホ
ー
ル
に
な
っ
て
る
ね
。
あ
そ
こ
は
ね
、
昔
、
土
の
道
で
、
水
が
清
水
が
こ
う
出
て
て
、
ち
ょ
う
ど
清
水
が
飲
め
る
ぐ
ら
い
の
ね
、
こ
う
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
こ
の
く
ら
い
の
水
溜
り
が
。
忠
治
の
首
を
洗
っ
た
っ
て
。 
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羽
天
狗
善
兵
衛 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
（
八
幡
） 
  
（
羽
天
狗
善
兵
衛
は
）
昔
の
飛
脚
だ
っ
た
と
か
な
ん
と
か
い
う
話
を
聞
い
た
ん
だ
け
ど
ね
。
そ
れ
で
東
京
に
行
っ
て
く
る
の
に
一
日
で
行
っ
て
き
ち
ゃ
っ
た
と
か
っ
て
話
。 
笠
を
胸
に
つ
け
て 
と
ん
で
く
と 
そ
の
笠
、
落
ち
ね
え
な
ん
て
い
う
話
き
い
た
け
ど
。ま
あ
、足
の
速
い
飛
脚
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
、
き
っ
と
。 
こ
の
話
は
よ
く
知
ら
な
い
け
れ
ど
、困
っ
て
る
家
で 
正
月
ぁ
餅
つ
け
ね
え
で
よ
わ
っ
た
な
ん
て
い
う
と
、そ
う
す
っ
と 
金
持
ち
の
家
へ
破
風
は
ふ
か
ら
入
っ
ち
ゃ
盗
ん
で
き
ち
ゃ 
貧
し
い
う
ち
に
配
っ
て
や
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。 
 
 
【
参
考
】 
  
新
川
に
あ
る
無
縁
仏
の
供
養
の
碑
の
碑
文 
〈
こ
こ
に
祀
る
無
縁
仏
は
永
い
間
当
八
幡
の
野
に
眠
っ
て
い
た
。
こ
の
数
十
年
来
人
家
が
増
え
、
開
墾
と
耕
地
整
理
の
た
め
路
傍
に
放
置
さ
れ
、
心
あ
る
人
が
時
折
香
華
を
手
向
け
る
の
み
で
あ
っ
た
。
二
十
三
体
の
う
ち
羽
天
狗
善
兵
衛
こ
と
松
井
善
兵
衛
は
吉
田
代
官
所
の
早
飛
脚
で
江
戸
新
川
間
を
一
日
半
で
往
復
し
た
と
い
う
が
、
あ
る
と
き
熊
谷
在
の
山
中
で
焚
火
す
る
山
賊
に
出
会
い
「
寒
い
、
寒
い
」
と
尻
を
温
め
悠
然
と
立
ち
去
っ
た
。後
日
、賊
の
捕
ら
え
ら
れ
て
語
る
に
、
股
間
に
の
び
や
か
に
垂
れ
た
長
大
な
一
物
を
見
て
何
も
な
し
得
な
か
っ
た
と
か
。 
 
こ
の
た
び
地
元
有
志
ら
一
念
奮
起
こ
れ
ら
石
仏
を
洗
い
浄
め
供
養 
を
営
み
こ
の
地
に
安
置
す
る
。
願
わ
く
は
安
ら
か
に
眠
ら
れ
ん
こ
と 
を
。 
昭
和
五
十
六
年
三
月 
有
志
一
同 
〉 
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八
丁
じ
め
の
御
利
益 
 
 
 
 
 
   
 
（
山
上
） 
 
昔
、「
カ
ミ
や
ま
カ
ミ
」
っ
て
言
わ
れ
た
ん
だ
よ
ね
。「
カ
ミ
や
ま 
カ
ミ
」
っ
て
い
う
の
は
、
芝
、
高
縄
、
後
関
、
天
笠
、
町
組
、
コ
イ
ヅ
カ 
そ
う
な
っ
て
る
ん
で
す
ね
。
六
つ
に
山
上
が
分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
「
カ
ミ
や
ま
カ
ミ
」
の
分
か
れ
る
に
な
っ
て
ね
、「
カ
ミ
や
ま
カ
ミ
」
っ
て
い
っ
て
も
芝
、
高
縄
、
後
関
に
そ
こ
に
限
ら
れ
る
ん
だ
よ
ね
。 
 
そ
う
、
ち
ょ
う
ど
今
の
頃
だ
か
も
し
れ
な
い
よ
、
お
盆
の
時
分
だ 
っ
た
か
ら
。
馬
、
引
い
て
ね
。
赤
城
草
刈
っ
て
行
っ
て
ね
。
ん
で
馬 
を
こ
う
荷
は
っ
て
く
と
、
片
方 
背
中
に
三
つ
ず
つ
、
こ
う
く
っ
つ
け 
て
、
ん
で
そ
れ
を
エ
キ
ガ
と
い
う
ん
だ
ね
。
そ
れ
が
二
人
で
行
っ
た 
ら
し
い
ね
。
馬
に
乗
っ
て
。 
そ
れ
で
そ
の
と
き
に
、
頭
が
チ
ョ
ン
マ
ゲ
の
髪
が
切
れ
て
、
何
で 
す
か
、
ざ
ん
ば
ら
髪
っ
て
い
う
ん
か
、
そ
れ
で
行
っ
た
ん
だ
ね
。
そ
ん
で
不
動
様
、
あ
そ
こ
の
摩
崖
仏
ま
が
い
ぶ
つ
の
ね
、
あ
そ
こ
の
と
こ
に
橋
が
あ
り
ま
す
よ
ね
、
あ
そ
こ
の
と
こ
を
横
切
っ
て
、 
 
「
お
い
、
頭
な
ん
と
か
し
ろ
」 
っ
て
。 
「
な
ん
と
か
し
ろ
た
っ
て
、
切
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
」 
 
そ
れ
で
、
そ
こ
に
標
飾
り
を 
関
で
今
も
し
て
ま
す
け
ど
ね
、
と
に
か
く
二
人
が
ね
、
行
っ
た
ん
だ
ね
。 
こ
う
芝
、
ク
ロ
カ
エ
の
境
だ
よ
ね
、
芝
だ
と
か
高
縄
と
か
、
そ
れ 
で
馬
の
横
へ
立
っ
て
ね
。
こ
こ
の
大
標
の
張
っ
て
あ
る
、
そ
こ
、
あ
れ
知
っ
て
ま
す
か
、
水
引
い
ち
ゃ
う
や
つ
、
赤
と
白
の
。
あ
れ
の
細
い
の
が
昔
、
元
結
い
ち
ゅ
う
の
が
あ
っ
て
ね
、
そ
れ
で
ね
、
髪
し
ば
っ
て
ま
ぁ
行
っ
た
ん
。 
 
そ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
現
場
へ
行
っ
て
、
ま
ぁ
草
刈
る
ん
だ
っ
ち
ゅ 
う
。
ま
ぁ
片
っ
方
は
、
う
ち
お
昼
前
に
来
る
ん
だ
。
そ
れ
だ
け
用
意 
が
で
き
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
っ
て
。（
仕
事
が
終
わ
っ
て
）、 
「
お
い
、
ど
う
し
て
ま
だ
か
」 
っ
て
、
返
事
も
何
も
ね
え
っ
て
い
う
ん
で
、 
 
「
こ
う
も
ね
え
、遅
く
な
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
し
、本
当
に
気
楽
野
郎
！
」 
っ
て
、
こ
う
見
た
ん
だ
ね
。
そ
う
し
た
ら
ば
、
松
の
木
に
こ
う
寄
っ
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掛
か
っ
て
寝
て
る
ん
だ
と
。 
「
こ
ら
ぁ 
馬
鹿
野
郎
、
あ
き
れ
た
も
ん
だ
」 
っ
て
。
そ
ん
で
よ
く
見
た
ら
、
松
の
木
の
上
か
ら
こ
の
一
升
樽
っ
て
い
う
か
ら
、
こ
ん
な
昔
の
あ
の
テ
レ
ビ
あ
た
り
出
て
く
る
酒
樽
だ
が
ね
、
小
さ
い
や
つ
。
あ
の
く
ら
い
あ
っ
た
っ
て
、
蛇
が
ね
。
ず
ー
と
引
き
下
が
っ
て
、
そ
の
男
の
上
で
ペ
ロ
ペ
ロ
っ
て
。
そ
れ
片
荷
ご
き
ち
ゃ
っ
て
、 
「
は
ぁ
、
早
く
」 
っ
て
。
返
事
も
ね
え
ん
で
見
た
ら
、
そ
ん
な
状
態
な
ん
で
び
っ
く
り
し
ち
ゃ
っ
て
、そ
の
う
ち
に 
鎌
投
げ
た
と
か
、何
か
ぶ
ん
投
げ
て
よ
。
こ
う
や
っ
た
、
や
り
と
り
や
っ
て
、
奴
等
や
つ
ら
の
所
へ
。
自
分
の
腰
が
フ
ラ
フ
ラ
し
て
か
な
わ
な
い
か
ら
ね
。
そ
れ
で
、
奴
が
気
が
つ
い
た
ん
だ
よ
。 
「
何
で
っ
か
」 
「
何
だ
じ
ゃ
な
い
。
早
く
来
い
。
早
く
来
い
」 
「
は
あ
」 
っ
て
、
し
ょ
う
が
ね
。
目
こ
さ
え
て
い
る
ん
だ
っ
て
ね
。 
「
ま
あ
、
早
く
こ
ー
」 
っ
て
い
っ
て
ね
、
口
が
利
か
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
っ
て
ね
、
片
っ
方
は
。 
「
い
い
か
ら
来
い
、
来
い
」 
 
そ
ば
に
い
っ
た
ら
、 
「
何
だ
」 
っ
て
い
っ
た
ら
、 
「
今
、
松
か
ら
こ
う
っ
蛇
が
き
て
、
チ
ャ
ッ
チ
ャ
ッ
と
や
っ
て
る
」 
て
ね
。
そ
の
大
将
も 
ぶ
っ
た
ま
げ
て
ね
、
そ
れ
で
二
人
で 
せ
っ
か
く
刈
っ
た
柴
も
、
何
も
う
ち
に
も
っ
て
帰
ら
ね
か
っ
た
。
早
く
家
に
来
て
、 
「
早
く
っ
」 
っ
て
ん
で
、
ろ
く
に
口
も
利
け
な
か
っ
た
ら
し
ん
だ
。 
そ
れ
で
、
あ
の
「
八
丁
じ
め
」
っ
て
い
う
だ
け
で 
そ
の
標
を
ね
、
そ
の
境
界
を
。
こ
う
い
う
言
葉
を
き
い
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
。 
「
八
丁
じ
め
を
超
え
た
ら
ば
、
そ
ん
な
こ
と
じ
ゃ
話
は
通
ら
な
い
」
な
ど
と
。 
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八
丁
じ
め
で
す
ね
。
そ
れ
は
坊
様
拝
ん
で
ね
。
ち
ゃ
ん
と
関
の
お
寺
で
今
で
も
や
っ
て
る
け
ど
ね
。
境
界
、
そ
っ
か
ら
は
ね
、
疫
病
神
な
ん
か
は
入
ら
ね
っ
ち
ゃ
。 
後
で
調
べ
て
み
た
ら
、
元
結
い
で
頭
を
縛
っ
た
ん
と
い
う
の
は
、
八
丁
じ
め
の
そ
れ
が
こ
う
縛
っ
て
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
元
結
い
で
、
そ
の
元
結
い
で
頭
を
縛
っ
た
ん
で
、
そ
れ
で
蛇へび
が
、
蛇じゃ
が
お
っ
か
な
く
て
、
そ
の
人
に
歯
向
か
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
っ
て
、
そ
う
言
わ
れ
て
る
ん
だ
。 
   
百
足
む
か
で
と
蛇
の
争
い 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
板
橋
） 
 
百
足
と
蛇
が
い
た
ん
で
す
よ
。
そ
う
し
て
喧
嘩
し
た
ん
つ
ぁ
で
す
よ
ね
。
そ
の
蛇
と
そ
の
百
足
で
さ
あ
。
そ
し
て
喧
嘩
し
た
ら
ね
ぇ
、
百
足
が
負
け
た
ん
か
な
ぁ
。
ど
ち
か
負
け
ん
た
ん
が
ね
。
そ
れ
が
そ
の
老
神
お
い
が
み
の
湯
に
行
っ
て
ね
、
湯
は
い
っ
た
ら
治
っ
た
ん
だ
っ
て
。
そ
し
て
そ
の
老
神
の
湯
は
効
く
ん
だ
っ
て
。 
そ
れ
で
今
、
そ
の
赤
城
の
大
沼
（
お
の
）
・
小
沼
（
こ
の
）
に
、
そ
こ
に
ね
、
大
蛇
と
百
足
の
今
、
主ぬし
が
。 
    
 
 
弘
法
水 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
奥
沢
お
く
ざ
わ
） 
 
弘
法
水
っ
て
い
う
の
が
あ
る
ん
だ
。
ち
ょ
う
ど
干
ば
つ
の
年
だ
っ
た
そ
う
だ
。（
水
が
な
く
、
村
人
た
ち
が
困
っ
て
い
る
と
一
人
の
坊
さ
ん
が
来
て
） 
 
「
こ
こ
掘
れ
ば
水
が
出
る
か
ら
掘
れ
」 
と
杖つえ
を
た
て
て
印
を
し
て
っ
た
ん
だ
。
水
が
な
く
て
、
わ
ら
に
も
す
が
り
て
え
よ
う
な
わ
け
だ
っ
た
も
ん
だ
か
ら
、 
「
く
そ
坊
主
が 
な
に
い
っ
て
ん
だ
か
」 
と
半
信
半
疑
で
、
ま
あ
、
掘
っ
た
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
た
ら
、
そ
こ
か
ら
コ
ン
コ
ン
と
水
が
湧
き
出
て
、
今
で
も
弘
法
水
と
い
っ
て
い
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ま
す
け
ど
ね
。 
 
    
 
 
 
善
昌
寺
七
不
思
議 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
鏑
木
） 
 
① 
雨
ふ
り
桜 
雨
が
降
ら
な
い
日
で
も
桜
の
木
の
下
に
行
く
と
、
そ
こ
だ
け
雨
が
降
っ
て
る
っ
て
ね
。
雨
が
降
る
よ
う
に
露
が
お
ち
て
る
っ
て
ね
。
地
面
が
ぬ
れ
て
る
っ
て
ね
。 
② 
底
な
し
井
戸 
い
く
ら
か
い
て
も
、
水
が
か
き
き
れ
な
い
っ
て
い
う
ね
。 
③ 
本
堂
の
枕
返
し 
い
く
ら
南
に
寝
て
も
、
朝
起
き
て
み
る
と
北
に
な
っ
て
る
っ
て
い
う
ね
。 
④ 
な
ら
ず
の
カ
ヤ 
何
年
た
っ
て
も
な
ら
な
い
ん
だ
っ
て
、
カ
ヤ
の
実
が
、
う
ん
と
大
き
い
ん
だ
け
ど
ね
。
で
も
今
、
切
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
お
と
と
し
の
あ
た
り
か
ね
、
き
っ
た
ん
だ
よ
ね
。 
 【
※
】
採
話
は
七
話
の
う
ち
①
〜
④
ま
で
で
し
た
。 
   
き
つ
ね
の
嫁
と
り 
 
 
 
 
 
 
 
  
（
山
上
） 
 
目
の
錯
覚
っ
て 
こ
う
い
う
も
ん
か
な
と
い
う
、そ
う
い
う
場
合
が
あ
っ
た
ね
。 
う
ち
の
隣
の
五
十
ぐ
ら
い
だ
っ
た
か
な
、
五
十
ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
、
隣
の
人
が
ね
。
梨
木
に
ね
、
昔
は 
く
ず
屋
だ
っ
た
か
ら
、
茅
刈
り
で
あ
れ
で
登
っ
た
ん
だ
ね
。
朝
二
時
ご
ろ
。 
そ
う
し
た
ら
ば
ね
、
男
の
嫁
ど
り
に
出
く
わ
っ
し
た
ん
だ
ね
。
そ
う
し
た
ら
、
で
っ
か
い
車
が 
あ
か
り
が
ね
、
ず
っ
ー
と
来
て
、
後
ろ
へ
ス
ッ
ス
ッ
ス
ー
と
こ
っ
ち
来
て
、で
っ
か
い
の
が
消
え
ち
ま
う
と
、
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ち
っ
ち
ぇ
の
が
ず
っ
と
来
て
、
ま
た 
あ
る
時
間
が
く
る
と 
ハ
ッ
と
で
っ
か
い
の
と
小
さ
い
の
が
。 
 
 
そ
れ
が
馬
鹿
げ
て
い
た
ん
で
す
よ
ね
。
実
際
は
、
ま
ぁ
、
二
時
ご
ろ
朝
出
て
い
く
ん
で
、
粕
川
村
と
い
う
と
川
一
重
で
す
か
ら
、
こ
こ
は
ね
。
火
事
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
昔
は
、
消
防
士
と
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
で
ね
。
そ
れ
で
タ
カ
ガ
リ
っ
て
、
こ
う
で
か
い
ち
ょ
う
ち
ん
、
竿
つ
け
て
先
か
ら
出
て
、
後
の
み
ん
な
、
普
通
の
消
防
士
は
、
こ
う
こ
こ
へ
ち
ょ
う
ち
ん
下
げ
て
、
そ
し
て
歩
っ
た
ん
。
そ
れ
が
遠
く
で
、
こ
う
ハ
ン
ナ
シ
ぐ
ら
い
向
こ
う
で
や
っ
い
ぇ
、
そ
ん
で 
き
つ
ね
の
嫁
と
り
に
見
え
ち
ま
う
。 
今
朝
、
男
の
嫁
ど
り
見
た
っ
て
い
う
た
ら
、
や
あ
、
村
じ
ゃ 
中
に
火
事
が
あ
っ
た
ん
だ
な
、
そ
れ
に
出
っ
く
わ
し
た
。 
    
 
き
つ
ね
の
仕
返
し 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
板
橋
） 
 
 
こ
の
奥
の
方
に 
原 
あ
る
ん
だ
よ
ね
。そ
こ
へ 
お
ば
あ
さ
ん
が
畑
が
あ
る
ん
で
ニ
カ
イ
（
？
）
し
ょ
っ
て
行
っ
た
ん
だ
っ
て
。そ
し
た
ら 
あ
の
、
き
つ
ね
が 
川
の
淵
に
寝
て
た
ん
だ
っ
て
。
昼
寝
し
て
た
ん
だ
っ
て
。 
 
そ
こ
へ 
そ
っ
と
行
っ
て
、横
へ
ダ
ァ
ー
ッ
と
や
っ
た
ら
き
つ
ね
が
飛
び
上
が
っ
て
、
川
の
中
へ
落
っ
こ
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
っ
て
。
き
つ
ね
が
落
っ
こ
っ
た
ら
、
よ
う
こ
さ
畑
へ
行
っ
て
、
ま
あ
畑
へ
仕
事
を
し
て 
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
い
っ
ぱ
い
抱
え
て
、そ
れ
で
ま
あ
そ
う
し
よ
と
し
た
。
来
て
み
た
ら
、
き
つ
ね
の
落
っ
こ
っ
た
川
あ
た
り
来
て
み
た
ら
、
こ
う
り
っ
ぱ
な
、
え
れ
え
御
殿
が
横
に
な
っ
て
、 
 
「
ま
あ
、
ど
う
ぞ
。
お
ば
あ
さ
ん
ど
う
ぞ
、
お
ば
あ
さ
ん
ど
う
ぞ
」 
っ
て
言
う
ん
で
、
こ
っ
ち
も
上
が
っ
て
い
く
か
な
。
上
が
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
が 
今
度
、
え
れ
え
鬼
が
出
て
き
て
、
お
っ
か
ね
え
か
ら
後
っ
て
後
ず
さ
り
し
た
ら
、川
の
中
に
ポ
コ
ッ
と
落
っ
こ
っ
ち
ゃ
っ
て
。 
き
つ
ね
の
落
ち
た
川
へ
。
落
っ
こ
っ
た
話
よ
。
お
ば
あ
さ
ん
に
聞
か
さ
れ
た
よ
。 
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ち
ょ
う
ち
ん
行
列 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
（
板
橋
） 
  
ち
ょ
う
ち
ん
が
ね
、
並
ぶ
ん
だ
っ
て
よ
。
は
ぁ
、
き
つ
ね
に
化
か
さ
れ
て
る
ん
だ
か
ら
ね
。
ず
ー
っ
と
な
ら
ぶ
ん
だ
っ
て
。
そ
れ
だ
か
ら
逃
げ
て
た
ん
で
ね
。 
  
そ
う
で
ね
、山
だ
の
川
だ
の 
変
な
と
こ
連
れ
込
ま
れ
ち
ゃ
っ
て
ね
。
ま
あ
、
気
が
付
い
て
み
る
と
、
ほ
こ
ら
の
着
物
は
ボ
ロ
に
な
っ
て
る
ん
だ
っ
て
。
は
ぁ
、
き
つ
ね
に
化
か
さ
れ
た
っ
て
。 
    
 
 
茶
釜
こ
ろ
が
し 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
上
） 
  
茶
釜
こ
ろ
が
し
た
っ
て
。
長
い
棒
持
っ
て
な
。
で
、
こ
ろ
が
し
て
こ
ろ
が
し
て 
カ
ラ
カ
ラ
カ
ー
ン
っ
て
音
が
ね
、
ま
た
次
こ
う
、
ま
た
次
こ
う
っ
て
。
そ
れ
が
い
い
音
す
る
な
っ
て
い
う
ん
で
、
十
三
ぐ
ら
い
あ
る
ん
だ
か
ら
ね
（
隣
の
お
ば
あ
さ
ん
が
十
三
歳
の
と
き
）、
昔
だ
っ
て
、
今
の
人
の
方
が
口
だ
け
が
達
者
だ
か
ら
。
そ
う
し
た
ら
ば
、
背
中
へ
子
ど
も 
お
ん
ぶ
し
て
る
ん
だ
。
ん
で
、 
「
泣
く
な
、
泣
く
な
、
お
っ
か
ね
え
か
ら
泣
く
な
」 
ん
で
、
道
を
ず
っ
と
こ
う
来
て
橋
を
、
そ
こ
を
這は
っ
て
上
が
っ
た
ん
か
ね
。
そ
こ
ま
で
来
て
、
う
ち
の
と
ば
口
に
、
つ
ぶ
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
ね
。 
「
ど
う
し
た
ん
だ
、
ど
う
し
た
ん
だ
」 
っ
て
。
な
ん
た
っ
け
な
あ
。
お
千
代
、
千
代
ち
ゅ
う
ん
な
ん
た
ね
。
ば
あ
さ
ん
が
。
お
千
代
ち
ゅ
う
だ
ね
。
気
が
つ
い
て
か
ら
、 
「
ど
う
し
た
ん
だ
」 
っ
て
。 
「
は
あ
っ
、
い
い
音
が
す
る
ん
で
見
た
ら
、
で
え
っ
か
い
坊
主
が
棒
で 
カ
ラ
コ
ロ
ン
カ
ラ
コ
ロ
ー
ン
っ
て
火
の
玉
の
茶
釜
を
こ
ろ
が
し
た
」 
っ
て
。
そ
れ
が
、
茶
釜
こ
ろ
が
し
の
実
際
に
あ
っ
た
か 
ね
え
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
そ
ん
な
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
人
か
ら
直
接
聞
い
た
ん
だ
か
ら
。 
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雨
乞
い
の
話
① 
 
 
 
 
  
 
  
 
（
山
上
） 
  
ガ
ラ
ガ
ラ
ッ
て
、
雨
乞
い
し
た
ん
だ
ね
。
そ
の
後
、
今
か
ら
何
年
前
だ
っ
た
か
ね
。
大
洞
だ
い
ど
う
の
大
沼
（
お
の
）
っ
て
い
う
ん
だ
よ
ね
。
そ
れ
、
水
か
け
た
の
は
ね
。 
そ
れ
で
や
っ
た
ね
、神
社
が
よ
に
降ふ
っ
て（
・・・
聴
き
取
れ
ず
・・・
）。
そ
れ
が
灼
し
ゃ
く
っ
て
い
う
ん
で 
ち
ゃ
ん
と
雨
が
降
る
っ
て
、
神
社
の
神
主
も
山
上
城
や
ま
か
み
じ
ょ
う
へ
、 
「
き
っ
と
、
こ
れ
降
り
ま
す
よ
」 
っ
て
。
幸
い
に
、
い
わ
れ
た
っ
た
け
ど
ね
。 
 
い
く
年
ぐ
ら
い
前
だ
っ
た
か
は
、
こ
の
奴
等
が
死
ん
だ
の
は
。
舟
に
乗
っ
て
ね
、
若
い
衆
だ
か
ら
出
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
ね
、
沼
の
真
ん
中
の
方
へ
。
そ
の
う
ち
に
、
舟
が
ひ
っ
く
り
返
っ
て
と
か
い
っ
て
。
大
騒
ぎ
や
っ
て
ね
、
う
ち
で
区
長
し
て
た
時
分
だ
っ
た
か
ら
、
そ
の
行
っ
て
、 
「
お
め
ぇ
、
若
い
ん
だ
か
ら
行
っ
て
来こ
」 
っ
て
。
人
が
死
ん
だ
と
か
い
っ
て
ね
。
そ
の
よ
う
に
残
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
出
た
こ
と
が
な
い
か
ら
、
わ
か
ら
な
い
け
ど
。
そ
こ
の
若
い
衆
が 
間
違
っ
て
死
ん
じ
ゃ
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
ん
ね
。泳
げ
る
奴
が
泳
い
で
戻
っ
て
来
た
っ
て
わ
け
だ
ね
、
こ
っ
ち
へ
。
陸
へ
着
く
前
に
な
っ
て
、 
「
こ
だ
っ
た
ち 
大
丈
夫
だ
」 
と
思
っ
て
立
っ
た
奴
が
、
助
か
ら
な
か
っ
た
。
ず
っ
と
自
分
で
は 
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
も
、
実
際
は
深
か
っ
た
。
半
端
じ
ゃ
な
か
っ
た
み
た
い
ね
。
そ
う
い
う
誤
算
が
あ
っ
た
ん
だ
ね
。 
 
佐
々
木
信
綱
が
書
い
た
も
の
だ
っ
た
か
な
、
そ
の
よ
う
な
気
が
し
た
っ
け
ど
、
村
で
一
番
い
い
娘
っ
て
い
わ
れ
た
ん
だ
け
ど
ね
、
そ
い
つ
を
連
れ
て
行
っ
て
は
、
子
ど
も
か
女
の
子
と
い
う
こ
と
は
分
る
け
ど
ね
、
そ
れ
で
神
社
の
コ
ト
リ
ケ
島
っ
て
い
う
島
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
、
こ
う
沼
の
こ
こ
に
。
そ
の
こ
っ
ち
に
碑
が
元
の
と
こ
ろ
に
あ
る
ん
だ
よ
ね
。 
  
そ
れ
で
、
子
ど
も
を
連
れ
て
行
く
と
、
そ
い
つ
は
生
き
て
る
ん
だ
か
知
ら
な
い
け
ど
、
夜
だ
か
昼
間
だ
か
は
、
時
を
、
時
刻
が
ど
う
だ
っ
た
か
な
、
ち
ょ
っ
と 
度
忘
れ
し
ち
ゃ
っ
た
け
ど
も
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ
 31 
ウ
と
お
墓
の
前
に
ね
、
ち
ょ
っ
と 
こ
の
く
ら
い
に
ね
、
お
堂
の
真
ん
中
に
こ
う
映
る
ん
で
す
よ
ね
。 
一
人
の
人
の
姿
が
ス
ス
ス
ス
ッ
と
渡
っ
て
、
娘
の
こ
う
来
て
。
こ
れ
が
な
く
な
っ
ち
ま
う
で
す
よ
ね
、
娘
が
な
く
な
っ
ち
ま
っ
た
。
そ
う
い
う
（
雨
乞
い
の
）
人
身
御
供
ひ
と
み
ご
く
う
だ
っ
た
ん
が
ね
。
た
ぶ
ん
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
。そ
の
と
き
に 
子
ど
も
の
こ
と
思
っ
て
作
っ
た
歌
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
よ
。 
   
 
 
 
小
豆
あ
ず
き
ば
ば
あ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
上
） 
  
鏑
木
か
ぶ
ら
き
川
の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
小
豆
ば
ば
あ
が
来
る
か
ら
、
夕
方
お
そ
く
な
る
と
い
け
な
い
よ
、
っ
て
よ
く
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
。 
 
な
ん
か
、
小
豆
を
と
ぐ
音
が
聞
こ
え
る
ん
で
す
っ
て
。
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
に
連
れ
て
い
か
れ
て
し
ま
う
か
ら
、
夕
方
遅
く
な
る
と
い
け
な
い
よ
、
そ
こ
通
ら
な
い
で
来
い
っ
て
。 
    
 
 
む
じ
な
つ
き 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
高
泉
た
か
い
ず
み
） 
  
む
か
し
、も
う
ろ
う
と
し
た
よ
う
な 
気
持
ち
が
変
に
な
っ
ち
ゃ
う
と
、
そ
う
い
う
と
き
は
、
き
つ
ね
と
か
む
じ
な
と
か
が 
眉
毛
を
数
え
る
っ
て
い
う
ん
だ
よ
ね
。 
そ
し
た
ら 
変
だ
な
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ 
つ
ば
で
眉
毛
を
数
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
ぬ
ら
す
と
、
自
分
の
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
。
変
に
な
っ
た
と
き
、
足
元
に
そ
う
い
う
の
が
い
る
っ
て
い
う
ん
だ
よ
ね
。
そ
れ
を 
け
っ
と
ば
す
と
逃
げ
て
い
く
と
か
。 
  
  
 32 
正
直
者
の
話 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
高
泉
） 
  
（
・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・
）
仲
良
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
一
人
の
人
が
余
所
（
よ
そ
）
の
所
に
い
き 
貧
乏
暮
ら
し
な
も
ん
で 
出
世
っ
て
い
う
ん
だ
か
、
自
分
の
生
き
る
た
め
の
道
を
（
・
・
・
聴
き
取
れ
ず
・
・
・
）。
一
人
の
ひ
と
が
、
う
ん
と
嘘
を
言
っ
た
り
な
ん
か
し
て
、
自
分
の
身
を
か
ば
う
様
に
し
て
、
出
世
コ
ー
ス
辿たど
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
。 
 
一
人
の
人
が
、
う
ん
と
馬
鹿
真
面
目
な
ん
だ
っ
て
。
そ
れ
で
ね
、
や
っ
ぱ
り 
人
に
出
会
っ
た
と
き
に 
こ
れ
を
し
て
み
ろ
っ
て
い
っ
た
ら
、
絶
対
で
き
な
い
よ
う
な
ん
だ
け
ど
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
い
わ
れ
た
け
ど 
馬
鹿
正
直
さ
。 
そ
う
い
う
の
し
た
ら
ね
、
か
え
っ
て
嘘
で
も
世
渡
り
す
る
人
よ
り
も
、
そ
の
と
き
は
、
ぱ
っ
と
咲
く
け
れ
ど
も 
将
来
は 
そ
の
真
面
目
一
方
の
人
の
方
が
良
か
っ
た
ん
だ
と
か 
い
っ
て
ね
。 
   
 
 
 
家
の
祖
先
の
話 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
（
関
） 
 
 
 
（
自
分
の
家
の
祖
先
に
）
旗
本
さ
ん
だ
っ
て
っ
け
ど
、
旗
本
代
々
継
い
で
だ
な
あ
き
た
っ
て
話
聞
い
た
っ
た
な
。 
そ
れ
で
今
度
、
旗
本
や
め
て
腰
元
な
っ
て
、
な
ん
つ
う
か
な
。
な
ん
だ
っ
け
な
。
ま
ぁ
早
く
言
え
ば
、
用
心
棒
み
た
い
の
だ
っ
た
と
思
っ
た
ん
げ
が
、
殿
様
の
そ
ば
に
つ
い
て
さ
、
歩
っ
て
た
っ
て
か
ら
。
だ
か
ら
よ
、
そ
れ
で
隠
密
剣
士
、
あ
ぁ
そ
う
だ
隠
密
剣
士
だ
。
そ
れ
で
隠
密
剣
士
に
な
れ
っ
て
い
う
ん
で
、
流
れ
て
こ
こ
へ
、
こ
の
場
所
に
来
た
っ
た
ん
。 
 
そ
れ
か
ら
、
高
利
貸
し
し
た
り
百
姓
し
た
り
し
て
財
産
残
し
て
、
財
産
も
ち
だ
っ
た
の
。
何
代
目
っ
て
言
っ
た
け
か
な
。
四
代
と
か
五
代
と
か
い
っ
た
け
ど
、
俺
も
記
憶
よ
く
ね
え
ん
だ
け
ど
さ
、
な
ん
ぼ
歴
史
は
古
い
ら
し
い
よ
。 
 
拾
わ
れ
た
ん
は
、
こ
の
部
落
、
誰
と
は
言
わ
な
か
っ
た
よ
ね
。
だ
か
ら
こ
の
部
落
、
長
沢
家
だ
け
ど
、
長
沢
家
が
二
つ
に
分
裂
し
て
る
ん
だ
。
そ
の
当
時
、
セ
イ
ジ
ロ
ウ
大
尽
、
キ
ン
ピ
ョ
ウ
大
尽
か
、
だ
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か
ら
え
ら
い
財
閥
だ
っ
た
っ
て
。
と
り
し
ま
っ
た
ん
。
そ
う
い
う
話
聞
き
ま
し
た
よ
。 
    
 
 
赤
堀
の
大
蛇 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
（
上
鶴
谷
か
み
つ
る
が
や
） 
  
こ
れ
は
赤
堀
の
話
だ
け
ど
、
赤
堀
の
大
蛇
が
赤
城
へ
登
っ
た
な
ん
て
話
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
蛇
が
通
っ
た
ん
だ
か
何
だ
か
わ
か
ん
な
い
ん
だ
け
ど
、
田
ん
ぼ
へ
ね
、
稲
の
苗
を
お
こ
し
て
い
た
わ
け
。 
  
そ
し
た
ら
そ
の
稲
の
中
を
広
く
こ
う
ず
ー
っ
と
つ
ぶ
れ
て
動
い
た
あ
と
が
あ
っ
た
っ
て
い
う
話
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
大
蛇
が
赤
城
へ
登
っ
た
ん
じ
ゃ
ね
え
か
な
ん
て
い
う
風
な
、ま
ぁ
見
た
奴
は 
い
ね
ぇ
ん
だ
っ
て
い
う
け
ど
、
そ
ん
な
こ
と
噂
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 
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【 
補 
遺 
】 
  
こ
こ
で
は
、
今
回
の
調
査
で
録
音
状
態
が
悪
く
、
文
字
に
す
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
も
の
に
、
予
備
調
査
（
一
九
八
四
年
三
月
二
八
日
〜
三
〇
日
）
で
採
話
さ
れ
た
も
の
を
お
さ
め
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
か
な
り
修
正
を
加
え
て
お
り
、
あ
ら
す
じ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
。 
な
お
、「
飴
を
買
っ
た
幽
霊
」・「
娘
の
知
恵
」・「
猿
む
こ
入
り
」
の
三
話
は
、
本
橋
与
志
さ
ん
が
原
稿
と
し
て
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
す
。 
       
入
定
に
ゅ
う
じ
ょ
う
塚 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
（
八
幡
） 
 
昔
、
あ
る
人
が 
カ
ゴ
か
何
か
に
乗
っ
て
、
高
い
木
の
上
に
吊
る
さ
せ
、
鐘
を
た
た
い
て
い
た
。
そ
し
て
、 
「
そ
の
音
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
ら
、
地
下
に
埋
め
て
く
れ
」 
と
、
人
々
に
頼
ん
で
お
い
た
。 
 
鐘
の
音
が
聞
こ
え
な
く
な
る
と 
人
々
は
、
そ
の
カ
ゴ
を
埋
め
た
。
今
で
も 
そ
の
埋
め
ら
れ
た
場
所
は
、
入
定
塚
と
呼
ば
れ
、
カ
ゼ
な
ど
の
病
気
を
な
お
し
て
く
れ
る
と
い
う
。
大
間
々
町
と
の
境
に
あ
る
。 
 
【
参
考
】 
「
入
定
塚
の
由
来
」
の
碑
文
よ
り 
 
八
幡
の
旧
桐
生
街
道
と
銅
山
街
道
と
交
叉
す
る
処
を
二
重
坂
と
言
い
、
杢
左
衛
門
入
定
の
地
と
伝
え
ら
れ
る
。
彼
は
、
新
川
皆
戸
桒
原
浜
吉
氏
の
先
祖
と
も
い
い
、
桒
原
氏
宅
に
寄
寓
し
て
い
た
者
と
も
言
わ
れ
る
。 
 
伝
説
に
よ
れ
ば
、
入
定
の
日
、
白
装
束
に
て
棺
に
入
り
地
上
へ
竹
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筒
を
出
し
僅
か
に
空
気
を
通
ず
。
入
定
後
、
暫
く
は
念
仏
の
鉦
の
音
聞
こ
ゆ
。
里
人
こ
れ
を
憐
れ
み
、
竹
筒
よ
り
水
及
び
団
子
等
を
差
入
し
が
、
後
に
は
却
っ
て
こ
れ
は
不
本
意
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を
絶
え
ら
れ
し
に
間
も
な
く
、
鉦
の
音
止
み
ぬ
と
。 
 
石
碑
に
は
、
光
誉
禅
心
信
士
貞
享
乙
丑
年
二
月
二
十
四
日
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
ど
地
主
、
安
藤
光
男
氏
の
好
意
に
よ
り
、
当
地
を
安
住
の
地
と
定
め
る
。 
 
光
誉
禅
心
信
士
、
地
主
及
び
地
域
住
民
の
上
に
永
劫
に
加
護
を
垂
れ
給
え
。 
（
昭
和
五
八
年
三
月
吉
日
）
建
生 
新
里
村
文
化
財
保
護
協
会 
    
 
 
米
と
ぎ
ば
ば
あ
の
話 
 
 
 
 
  
 
（
下
武
井
） 
  
ジ
ョ
ウ
ズ
ナ
（
？
）
と
い
う
場
所
の
小
川
に
、
米
と
ぎ
ば
ば
あ
が
出
没
す
る
と
い
わ
れ
る
。 
 
 
 
き
つ
ね
火 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
赤
城
山
） 
  
若
い
こ
ろ
、
夜
、
山
に
火
が
見
え
た
。
そ
れ
は
、
き
つ
ね
が
尾
を
す
り
あ
わ
せ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
特
に
き
つ
ね
の
発
情
期
（
秋
ご
ろ
）
に
多
い
と
い
う
。 
   
 
歌
よ
み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
赤
城
山
） 
  
ひ
ょ
う
き
ん
な
じ
い
さ
ん
が
い
て
、 
 
「
酒
飲
み
が
、
酒
飲
め
ば 
心
大
き
く
晴
れ
晴
れ
と
借
金
と
り
．
．
が
う
ぐ
い
す
の
声
」 
と
詠
ん
だ
。 
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こ
わ
い
夢 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
板
橋
） 
  
猟
師
を
し
て
い
た
お
じ
い
さ
ん
が
、
ム
ジ
ナ
を
い
ぶ
し
て
い
る
う
ち
に 
が
け
の
た
い
へ
ん
な
所
に
立
た
さ
れ
て
た
夢
を
み
た
。 
    
 
 
夜
、
爪
を
切
っ
て
は
い
け
な
い
話 
 
 
  
（
板
橋
） 
  
昔
は
、
松
の
油
で
あ
か
り
を
つ
け
て
い
た
。
夜
、
爪
を
切
る
と
飛
び
散
っ
た
爪
が
そ
の
中
に
入
る
可
能
性
が
あ
る
。
爪
が
燃
え
る
臭
い
を
か
ぎ
つ
け
て
蛇
が
や
っ
て
く
る
。（
蛇
は
、
爪
の
燃
え
る
臭
い
を
好
む
）
だ
か
ら
、
夜
、
爪
を
切
っ
て
は
な
ら
な
い
。 
    
 
 
 
オ
カ
メ
桜
の
由
来 
 
 
 
 
 
 
 
  
（
上
鶴
谷
） 
  
以
前
は
、
お
藤
桜
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
お
藤
と
は
藤
原
秀
郷
の
妾
で
あ
る
が
、
彼
女
が
そ
の
桜
を
見
に
来
て
、
そ
の
桜
が
あ
ま
り
に
美
し
い
の
で
、
そ
こ
で
舞
を
舞
っ
た
。 
（
オ
カ
メ
の
意
味
は
不
明
） 
   
 
ム
ジ
ナ
に
化
か
さ
れ
た
話 
 
 
 
   
（
上
鶴
谷
） 
 
奥
沢
か
ら
、
薪
を
切
り
に
、
小
じ
ょ
飯
（
小
昼
飯
）
を
持
っ
て
く
る
と 
ム
ジ
ナ
が
一
緒
に
つ
い
て
き
た
。
そ
の
小
じ
ょ
飯
を
食
べ
た
ら
、
そ
の
男
は
具
合
が
悪
く
な
っ
た
。 
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き
ち
ほ
う
し
様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
奥
沢
） 
 
 
新
川
に
っ
か
わ
に
、
大
墓
場
が
あ
る
。
そ
こ
の
近
く
に 
わ
ら
ぶ
き
の
家
が
あ
り
、
神
様
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 
 
夜
、
自
分
が
数
人
の
仲
間
と
夜
回
り
に
行
く
と
、
道
に
四
歳
ぐ
ら
い
の
お
か
っ
ぱ
頭
の
女
の
子
が
、
ニ
タ
ニ
タ
笑
っ
て
立
っ
て
い
る
。
（
た
だ
し
、
下
半
身
は
見
え
な
い
）
み
ん
な
で
、
お
ば
さ
ん
の
家
に
逃
げ
帰
っ
た
が
、
お
ば
さ
ん
に
言
わ
れ
て
も
う
一
度
外
に
出
て
み
る
と
、
ま
だ
い
た
。
今
度
は
、
お
ば
さ
ん
も
連
れ
て
外
に
出
た
が
、
今
度
は
い
な
か
っ
た
。 
 
後
で
祖
母
に
聞
い
て
み
る
と
、
そ
れ
は
「
き
ち
ほ
う
し
」
と
い
う
子
供
好
き
な
神
様
な
の
で
、
遊
ん
で
や
る
と
よ
い
と
い
う
。
こ
の
神
様
が
出
る
と
き
は
、必
ず
大
墓
場
の
近
く
の 
わ
ら
ぶ
き
家
の
格
子
戸
が
は
ず
れ
て
い
る
と
い
う
。 
   
 
 
 
ム
ジ
ナ
に
化
か
さ
れ
た
話 
 
 
 
 
   
（
奥
沢
） 
  
夜
、
ム
ジ
ナ
に
化
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
実
際
に
化
か
さ
れ
た
人
も
い
て
、
奥
沢
か
ら
大
間
々
へ
帰
る
の
に
、
別
の
方
向
へ
歩
か
さ
れ
て
い
た
。 
 
タ
バ
コ
を
吸
う
と
ム
ジ
ナ
は
離
れ
る
。 
    
 
 
雨
乞
い
の
話
② 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
上
） 
  
昔
、
雨
乞
い
を
す
る
と
き
、
山
上
の
お
寺
に
あ
る
竜
骨
を
、
沼
の
上
で
ひ
き
回
し
た
。 
 
あ
る
と
き
、
そ
の
よ
う
に
雨
乞
い
を
し
て
い
る
と
、
急
に
大
雨
か
雷
が
落
ち
て
き
た
。
み
ん
な
竜
骨
を
置
き
っ
ぱ
な
し
に
し
て
逃
げ
て
し
ま
っ
た
。 
と
こ
ろ
が
、
足
の
不
自
由
な
人
が
、
ど
う
や
っ
た
も
の
か
、
一
人
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で
重
い
竜
骨
を
持
ち
帰
っ
て
き
た
。 
    
 
 
庚
申
様
の
由
来 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
上
） 
  
天
か
ら
神
様
が
下
っ
て
き
て
、
ど
っ
ち
の
道
に
行
く
か
み
ん
な
で
議
論
が
始
ま
っ
た
。 
「
こ
っ
ち
だ
！
」 
一
人
が
、す
ご
く
大
き
な
声
を
出
し
、み
ん
な
が
耳
を
つ
っ
ぷ
し
た
。
す
る
と
、
顔
が
赤
く
な
り
、
鼻
が
高
く
な
っ
た
。
こ
れ
が
お
天
狗
様
で
あ
る
。 
 
だ
か
ら
、
庚
申
様
は
神
様
で
あ
っ
て
、
神
で
は
な
い
。 
    
き
つ
ね
の
話 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
上
） 
  
買
い
物
を
し
に
、
そ
ば
畑
を
通
っ
て
行
っ
た
人
が
、
洋
服
を
は
し
ょ
っ
て
畑
の
中
で
、 
「
こ
の
沼
は
深
い
、
あ
ぁ
疲
れ
た
」 
と
い
っ
て
、
這
い
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
人
が
い
た
。
こ
れ
は
、
き
つ
ね
に
化
か
さ
れ
た
の
だ
。 
 
キ
ツ
ネ
の
嫁
取
り
。
ち
ょ
う
ち
ん
行
列
が
現
れ
、
人
が
行
く
と
消
え
て
し
ま
う
。 
     
 
 
き
つ
ね
に
化
か
さ
れ
た
話 
 
 
 
 
  
（
高
縄
） 
  
大
間
々
お
お
ま
ま
ま
で
買
い
物
に
行
く
と
き
に
、
暗
く
寂
し
い
山
道
を
通
っ
て
行
く
が
、
あ
る
人
が 
そ
こ
を
通
っ
て 
き
つ
ね
に
化
か
さ
れ
、
帰
っ
て
く
る
と
寝
込
ん
で
し
ま
い
、 
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「
油
揚
げ
、
油
揚
げ
」 
と
、
う
わ
言
を
い
う
。 
「
油
揚
げ
が
流
し
の
下
に
あ
る
・
・
・
」 
と
い
う
の
で
、
捜
す
と
本
当
に
あ
り
、
化
か
さ
れ
た
人
は
、
そ
れ
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。 
    
 
  
飴
を
買
っ
た
幽
霊 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
上
） 
  
昔
、
あ
る
村
に
お
祭
り
が
あ
り
ま
し
た
。
一
週
間
も
続
く
大
き
な
お
祭
り
で
す
。
神
社
の
境
内
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
お
店
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
飴
屋
さ
ん
も
何
軒
も
あ
り
ま
し
た
。 
 
夜
が
更
け
て
、
み
ん
な
が
店
を
し
ま
い
始
め
ま
し
た
が
、
一
人
の
お
じ
い
さ
ん
は
店
を
し
ま
お
う
と
し
ま
せ
ん
。
お
じ
い
さ
ん
の
店
に
は
、
一
人
も
お
客
が
来
な
か
っ
た
の
で
す
。
飴
が
一
銭
も
売
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。 
し
か
し
、
も
う
み
ん
な
が
し
ま
っ
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
お
じ
い
さ
ん
も
仕
方
な
く
店
を
し
ま
お
う
と
思
っ
て
い
ま
す
と
、
そ
こ
へ
、 
「
今
晩
は
、
飴
を
く
だ
さ
い
」 
と
、一
人
の
と
て
も
き
れ
い
な
若
い
お
か
み
さ
ん
が 
た
っ
て
い
ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん
は
驚
き
ま
し
た
が
、 
「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
」 
と
言
っ
て
、
飴
の
包
み
を
渡
し
ま
し
た
。
お
か
み
さ
ん
は
、
飴
の
包
み
を
受
け
取
る
と
、
ど
こ
と
も
な
く
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。 
 
そ
れ
か
ら
毎
晩
、
一
週
間 
同
じ
こ
と
が
続
き
ま
し
た
。
七
日
目
の
晩
、
お
じ
い
さ
ん
は
不
思
議
に
思
い
、
お
か
み
さ
ん
の
後
を
、
そ
っ
と
つ
い
て
い
き
ま
し
た
。
す
る
と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
大
き
な
墓
地
の
中
ま
で
来
る
と
、い
つ
の
間
に
か 
お
か
み
さ
ん
の
姿
が
見
当
た
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん
が
い
く
ら
捜
し
て
も
見
え
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
何
処
か
ら
と
も
な
く 
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
声
が
聞
こ
え
ま
す
。 
お
じ
い
さ
ん
は
、
ま
す
ま
す
不
思
議
に
思
い
、
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
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声
の
す
る
方
へ
行
き
ま
す
と
、
そ
こ
は
ま
だ
、
新
し
い
土
盛
り
の
墓
で
し
た
。 
 
お
じ
い
さ
ん
は
、
恐
ろ
し
く
な
っ
て
後
も
見
ず
に
、
逃
げ
帰
り
ま
し
た
。
翌
日
、
寺
の
住
職
に
話
を
し
ま
し
た
。
す
る
と
住
職
は
、 
「
そ
う
言
え
ば
、
一
週
間
前
に
妊
娠
し
た
女
性
が 
身
投
げ
し
て 
死
ん
だ
墓
地
だ
」 
と
、
い
い
ま
し
た
。 
 
そ
の
後
、墓
地
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
い
て
、
お
じ
い
さ
ん
か
ら
買
っ
た
飴
の
包
み
が 
そ
っ
く
り
あ
っ
た
そ
う
だ
。 
   
 
 
娘
の
知
恵 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
（
山
上
） 
  
昔
、あ
る
村
に 
大
き
な
蛇
が
出
て
来
て
は 
作
物
の
上
を 
の
た
く
り
廻
っ
て 
作
物
を
い
た
め
て
し
ま
い
、
村
の
人
々
は 
困
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。 
 
あ
る
日
、
庄
屋
さ
ん
の
家
に
集
ま
っ
て
、
み
ん
な
で
相
談
を
し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
良
い
知
恵
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
る
と
、
庄
屋
さ
ん
が
、 
「
誰
か
、
あ
の
悪
い
蛇
を
退
治
し
た
も
の
に
は
、
好
き
な
も
の
を
与
え
よ
う
」 
と
言
い
ま
し
た
。
す
る
と
一
人
の
娘
が
、 
「
私
が
退
治
し
ま
す
か
ら
、
針
を
千
本
用
意
し
て
く
だ
さ
い
」 
と
言
い
ま
し
た
。
村
人
は
娘
に
針
を
千
本
渡
し
ま
し
た
。
娘
は
、
着
物
を
着
て
き
れ
い
に
お
化
粧
を
す
る
と 
針
を
千
本
持
っ
て
、蛇
の
住
ん
で
い
る
沼
の
端
へ
行
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
沼
の
中
か
ら
大
き
な
蛇
が
た
く
さ
ん
現
れ
、 
「
俺
の
嫁
だ
、
俺
の
嫁
だ
」 
と
、
娘
の
方
へ
寄
っ
て
き
ま
し
た
。
娘
は
、
持
っ
て
き
た
千
本
の
針
を
蛇
め
が
け
て
、
投
げ
込
み
ま
し
た
。
す
る
と
蛇
は 
た
ち
ま
ち
沼
の
底
へ
沈
み
、
二
度
と
姿
を
見
せ
な
く
な
り
、
村
で
は 
た
く
さ
ん
作
物
が
実
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 
 
そ
し
て
娘
さ
ん
は
、
庄
屋
さ
ん
の
一
人
息
子
と
結
婚
し
、
幸
せ
に
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な
っ
た
と
さ
。 
 
     
 
 
猿
む
こ
入
り
② 
 
 
 
 
 
  
 
 
（
山
上
） 
  
昔
、あ
る
と
こ
ろ
に 
一
人
の
お
じ
い
さ
ん
と
三
人
の
娘
が
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
お
じ
い
さ
ん
が
田
ん
ぼ
へ
行
っ
て
み
る
と
、
お
じ
い
さ
ん
の
家
の
田
ん
ぼ
は 
水
が
ち
っ
と
も
無
く
、稲
が
今
に
も
枯
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん
は
す
っ
か
り
困
っ
て
し
ま
っ
て
、
田
ん
ぼ
の
ふ
ち
に
腰
を
掛
け
て
大
き
な
た
め
息
を
つ
い
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
こ
へ
一
匹
の
大
き
な
猿
が
や
っ
て
き
て
、 
 
「
お
じ
い
さ
ん
。
何
を
そ
ん
な
に
心
配
そ
う
な
顔
し
て
い
る
の
」 
と
聞
き
ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん
は
、 
 
「
う
ち
の
田
ん
ぼ
ば
か
り
、
水
が
無
く
て 
稲
が
枯
れ
て
し
ま
う
。
な
ん
と
か
水
を
か
け
る
方
法
は
な
い
か
な
あ
」 
  
す
る
と
猿
が
言
い
ま
し
た
。 
「
お
じ
い
さ
ん
ち
の
娘
を
一
人
、
わ
し
の
嫁
に
く
れ
た
ら 
水
を
か
け
て
や
る
」 
と
。
お
じ
い
さ
ん
は
、
喜
ん
で
娘
を
嫁
に
や
る
約
束
を
し
ま
し
た
。
す
る
と
見
る
間
に
お
じ
い
さ
ん
の
田
ん
ぼ
に
水
が
一
杯
に
な
り
、
稲
が
す
く
す
く
と
大
き
く
な
り
ま
し
た
。 
 
し
か
し
、
お
じ
い
さ
ん
は
困
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
猿
の
と
こ
ろ
へ
嫁
に
行
け
と
娘
に
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
返
事
を
す
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
じ
い
さ
ん
は
ど
う
し
た
も
の
か
と
心
配
の
あ
げ
く
、
と
こ
に
つ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。 
一
番
大
き
い
娘
が
お
じ
い
さ
ん
の
床
の
そ
ば
に
行
き
、 
「
お
じ
い
さ
ん
、
お
か
ゆ
で
も
食
べ
ま
す
か
」 
と
言
う
と
、
お
じ
い
さ
ん
は
、 
「
何
も
い
ら
な
い
か
ら
、
猿
の
と
こ
ろ
へ
嫁
に
い
っ
て
く
れ
」 
と
言
い
ま
し
た
が
、
娘
は
怒
っ
て
出
て
い
き
ま
し
た
。 
 
二
番
目
の
娘
が
お
じ
い
さ
ん
の
所
へ
き
ま
し
た
が
、
同
じ
こ
と
で
し
た
。
三
番
目
の
娘
は
、
心
の
優
し
い
娘
で
し
た
の
で
、
お
じ
い
さ
ん
か
ら
話
を
聞
き
、
か
わ
い
そ
う
に
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、 
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「
私
が
行
き
ま
す
。
も
ち
米
を
二
升
持
た
せ
て
く
だ
さ
い
」 
と
い
い
ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん
は
大
変
喜
ん
で
、
病
気
が
治
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
早
速
さ
っ
そ
く
、
も
ち
米
を
二
升
用
意
し
て
猿
の
と
こ
ろ
へ 
お
嫁
に
行
き
ま
し
た
。 
 
二
日
目
に
な
り
ま
し
た
。
猿
と
娘
は
、
お
じ
い
さ
ん
の
家
へ
お
客
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
娘
は
、 
「
お
じ
い
さ
ん
は
お
餅
が
す
き
だ
か
ら
、
餅
を
つ
い
て
持
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
」 
  
猿
と
一
緒
に
餅
を
つ
き
ま
し
た
。
娘
は
、 
「
お
重
箱
に
入
れ
る
と
重
箱
く
さ
く
な
る
か
ら
、
臼
に
入
れ
て
持
っ
て
行
こ
う
」 
と
言
い
ま
し
た
。
猿
が
臼
を
背
負
っ
て
い
き
ま
し
た
。 
 
し
ば
ら
く
行
く
と
、
深
い
川
の
端
に
大
き
な
柳
の
木
が
あ
り
ま
し
た
。
娘
が
言
い
ま
し
た
。 
「
お
じ
い
さ
ん
は
、
柳
の
コ
ロ
コ
ロ
が
と
て
も
好
き
だ
か
ら 
取
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
」 
 
「
餅
を
草
の
上
に
置
く
と 
草
の
匂
い
が
う
つ
る
か
ら
、
背
負
っ
た
ま
ま
登
っ
て
く
だ
さ
い
」 
と
言
い
ま
し
た
。
猿
は
臼
を
背
負
っ
た
ま
ま
、
柳
の
木
に
登
り
ま
し
た
。
娘
は
下
か
ら
、 
「
も
う
少
し
上
よ
、
こ
っ
ち
よ
、
あ
っ
ち
よ
」 
と
言
っ
て
い
る
う
ち
に
、猿
は
重
く
な
り 
細
い
枝
に
い
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
枝
が
折
れ
て
深
い
川
に
落
ち
て
、
臼
の
下
に
な
っ
て
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。 
 
娘
は
、
お
じ
い
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
帰
り
、
ま
た
仲
よ
く
暮
ら
し
た
と
さ
。 
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新
里
村
の
民
話
（
話
者
と
題
名
） 
           
        
        
  
※
カ
ッ
コ
内
は
、
話
者
の
居
住
地
区
名 
 
 〇 
（
赤
城
山
）
深
沢
酉
造 
 
 
き
つ
ね
火 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
五 
 
 
歌
よ
み 
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
五 
〇 
（
板
橋
） 
高
橋
さ
ん
の
お
ば
あ
さ
ん 
小
沼
伝
説 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
五 
 
 
百
足
と
蛇
の
争
い 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
六 
 
 
き
つ
ね
の
仕
返
し 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
八 
 
 
ち
ょ
う
ち
ん
行
列 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
九 
 
 
○ 
（
板
橋
）  
登
山
正
男 
   
こ
わ
い
夢 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
六 
○ 
（
板
橋
）  
蕪
木
清
作 
 
 
夜
、
爪
を
切
っ
て
は
い
け
な
い
話 
・
・
・
・
・
・
・
・
三
六 
〇 
（
高
泉
） 
新
井
し
げ
る 
三
び
き
の
蝶 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
一 
 
 
む
じ
な
つ
き  
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
一 
 
 
正
直
者
の
話 
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
二
〇 
（
関
） 
  
長
沢
一
二
三 
 
 
 
 
 
家
の
祖
先
の
話 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
二 
〇 
（
大
久
保
）
北
爪
さ
う 
 
 
小
沼
伝
説 
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
三 
〇 
（
上
鶴
谷
）
瀬
谷
藤
太
郎 
赤
堀
の
大
蛇 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
三 
 
 
オ
カ
メ
桜
の
由
来 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
六 
 
 
ム
ジ
ナ
に
化
か
さ
れ
た
話 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
六 
〇 
（
奥
沢
） 
小
野
里
得
郎 
小
沼
伝
説 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
六 
弘
法
水 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
六 
○ 
（
奥
沢
） 
金
子
ゆ
き
子 
き
ち
ほ
う
し
様 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
七 
 
 
ム
ジ
ナ
に
化
か
さ
れ
た
話 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
七 
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〇 
（
山
上
） 
本
橋
与
志 
 
 
猿
む
こ
入
り
①
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 
八 
 
 
屁
ひ
り
女
房 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
〇 
 
 
娘
の
蛇
退
治 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
一 
 
 
小
沼
伝
説 
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
四 
 
 
 
 
小
山
の
由
来 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
二 
 
 
忠
治
の
首
を
洗
っ
た
井
戸 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
二 
小
豆
ば
ば
あ 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
一 
 
 
飴
を
買
っ
た
幽
霊 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
九 
 
 
娘
の
知
恵 
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
九 
 
 
猿
む
こ
入
り
② 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
一 
○ 
（
山
上
） 
長
沢
平
八 
 
 
八
丁
じ
め
の
御
利
益 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
四 
 
 
き
つ
ね
の
嫁
と
り 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
七 
 
 
茶
釜
こ
ろ
が
し 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
九 
 
 
雨
乞
い
の
話
①
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
〇 
雨
乞
い
の
話
②
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
七 
 
 
 
庚
申
様
の
由
来 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
八 
○ 
（
山
上
） 
須
永
利
隆 
小
沼
伝
説 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
七 
関
の
瀧
興
寺
の
猫
の
踊
り
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
八 
 
 
竜
源
寺
裏
の
む
じ
な
伝
説
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
〇 
 
 
山
門
の
御
札 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
一 
○ 
（
山
上
） 
渋
谷
富
三
雄 
き
つ
ね
の
話 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
八 
○ 
（
高
縄
） 
渋
谷
大
治 
き
つ
ね
に
化
か
さ
れ
た
話 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
八 
〇 
（
下
武
井
）
岩
崎
一
夫 
 
 
米
と
ぎ
ば
ば
あ
の
話 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
五 
〇 
（
鏑
木
）  
鏑
木
多
け
寿 
 
小
沼
伝
説 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
三 
〇 
（
鏑
木
）  
話
者
名
不
詳 
 
 
善
昌
寺
七
不
思
議
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
七 
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〇 
（
八
幡
）  
井
野
頼
次
郎 
 
小
沼
伝
説 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
五 
 
 
羽
天
狗
善
兵
衛 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
三 
 
 
入
定
塚 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
四 
〇 
（
藤
生
沢
） 
深
沢
佳
男 
 
 
小
沼
伝
説 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
二 
 【
※
】
題
名
が
同
じ
も
の
は
、
①
が
本
調
査
時
の
採
話
、
②
が
予
備
調
査
時
の
採
話
で
す
。 
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民
話
採
訪
を
終
え
て 
 
 
【
み
ち
く
さ
（
小
豆
あ
ず
き
ば
ば
あ
の
こ
と
）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
龍たつ
の
子
太
郎
が
、
山
の
ば
あ
さ
ま
に
、「
小
豆
ま
ま
の
握
飯
に
ぎ
り
め
し
」
と
い
う
も
の
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
な
ん
と
な
く
お
赤
飯
と
は
趣
を
異
に
す
る
そ
れ
が
、
私
に
は
と
て
も
羨
ま
し
か
っ
た
の
で
し
た
。 
そ
れ
で
、
小
豆
と
ぎ
ば
ば
あ
の
噂
を
聞
け
た
と
き
に
、
小
豆
を
と
い
で
い
て
く
れ
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
の
で
し
た
。
彼
女
は
、
小
豆
を
と
い
で
い
る
か
ら
魅
力
的
な
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 
近
親
に
、お
米
を
と
ぐ
の
も
い
る
ら
し
い
の
で
す
が
、お
米
で
は
、
つ
い
、
昼
間
は
お
洗
濯
も
し
て
し
ま
い
そ
う
で
、
間
違
っ
て
も
食
べ
ら
れ
た
い
と
は
思
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
か
（
小
豆
ば
ば
あ
に
な
ら
、
食
べ
ら
れ
て
み
た
い
な
ど
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
が
）。 
 
と
こ
ろ
で
、
こ
の
小
豆
ば
ば
あ
の
お
話
は
、
だ
い
た
い
、
夕
方
過
ぎ
て
鏑
木
川
の
あ
る
と
こ
ろ
を
通
る
と
、
小
豆
ば
ば
あ
に
連
れ
て
い
か
れ
る
か
ら
、
行
っ
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
も
の
な
の
で
し
た
。
警
戒
が
、
生
存
の
一
要
件
で
あ
っ
て
、
ま
た
、
団
体
生
活
の
提
供
す
る
一
大
便
宜
で
も
あ
っ
た
頃
、
悪
は
、
根
絶
す
る
こ
と
こ
そ
難
し
い
け
れ
ど
、
努
力
．
．
を
怠
ら
な
い
限
り
、
そ
の
害
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。 
今
で
は
、
こ
う
い
う
考
え
は
流
行
は
や
り
ま
せ
ん
。
川
自
体
が
、
立
札
く
ら
い
で
は
、
ま
か
な
い
き
れ
な
い
ほ
ど
危
な
い
の
な
ら
、
直
し
て
し
ま
え
ば
良
い
。暗
い
の
が
怖
け
れ
ば
、灯
り
を
つ
け
れ
ば
良
い
し
、
小
豆
ば
ば
あ
が
人
に
危
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
な
ら
つ
か
ま
え
て
（
人
間
で
な
け
れ
ば
）
殺
し
て
し
ま
え
ば
よ
い
の
で
す
。 
 
実
際
に
は
聞
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
当
に
小
豆
ば
ば
あ
を
つ
か
ま
え
る
計
画
を
た
て
て
し
ま
う
お
話
も
あ
り
ま
す
。（
上
州
の
民
話
第
二
集
未
来
社
）
こ
の
と
き
、
小
豆
ば
ば
あ
は
、
ひ
ょ
う
げ
た
安
吉
っ
つ
あ
ん
を
代
わ
り
身
に
た
て
て
、ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
在
、
小
豆
ば
ば
あ
の
い
た
あ
た
り
に
埋
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
彼
女
は
ど
こ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
我
が
身
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は
ど
う
な
っ
て
も
い
い
か
ら
、
一
度
で
い
い
、
小
豆
を
と
ぐ
声
を
聴
き
た
い
、
と
い
う
の
は
無
責
任
な
わ
が
ま
ま
に
す
ぎ
な
い
の
は
知
っ
て
い
ま
す
が
、
す
こ
し
ば
か
り
切
な
い
今
日
こ
の
ご
ろ
な
の
で
す
。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
【
み
ち
く
さ
（
昔
話
と
伝
説
）】 
  
新
里
村
で
採
話
す
る
こ
と
の
で
き
た
話
は
、
小
沼
伝
説
が
主
で
、
昔
話
の
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
伝
説
と
昔
話
と
は
、
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。 
 
一
般
に
昔
話
の
特
徴
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 
① 
語
り
は
じ
め
と
語
り
終
わ
り
の
言
葉
が
き
ち
ん
と
あ
っ
て
、こ
の
話
は
、
現
実
の
世
界
と
は
異
な
っ
た
世
界
の
話
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
。 
② 
内
容
で
は
、
人
が
簡
単
に
変
身
し
た
り
、
動
物
が
し
ゃ
べ
る
な
ど
現
実
性
が
低
い
。 
③ 
導
入
、
盛
り
あ
げ
、
結
末
の
部
分
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
ひ
と
つ
の
完
成
さ
れ
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。 
④ 
特
定
の
地
域
、
人
物
と
の
結
び
つ
き
は
弱
い
。 
 
こ
れ
に
対
し
て
伝
説
は
、
以
下
の 
① 
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
と
し
て
語
ら
れ
る
。 
② 
内
容
で
は
、
こ
ん
な
不
思
議
な
こ
と
、
こ
ん
な
不
気
味
な
こ
と
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
の
に
力
点
が
お
か
れ
る
。 
③ 
時
代
、
場
所
、
人
物
名
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
、
ま
た
そ
の
話
が
真
実
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
証
拠
と
し
て
、
現
実
の
鉱
物
、
湖
沼
が
存
在
す
る
。 
④ 
現
実
的
な
話
で
動
物
が
話
し
た
り
、人
が
変
身
し
た
り
す
る
と
非
常
に
驚
く
。 
 
昔
話
や
伝
説
の
研
究
が
最
も
早
く
始
ま
り
、
ま
た
盛
ん
で
も
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
こ
の
両
者
の
区
別
が
比
較
的
容
易
で
す
。
し
か
し
、
日
本
の
場
合
は
、
昔
話
と
伝
説
の
区
別
が
で
き
な
い
よ
う
な
話
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
伝
説
に
近
い
昔
話
が
多
い
か
ら
な
の
で
す
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が
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
エ
ス
キ
モ
ー
や
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
、
ア
フ
リ
カ
の
民
族
な
ど
、
未
開
地
の
民
話
に
よ
く
見
ら
れ
る
の
だ
そ
う
で
す
。 
   
【
み
ち
く
さ
（
勢
多
郡
の
雨
に
）】 
  
雨
の
日
に
、い
つ
の
間
に
か
周
り
が
夜
に
な
っ
て
い
た
り
す
る
と
、
つ
い
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
買
い
求
め
た
り
し
て
、
こ
の
世
界
と
の
つ
な
が
り
を
確
か
め
た
い
、
と
思
う
と
き
が
あ
り
ま
す
。
た
か
が
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
思
う
方
も
お
あ
り
で
し
ょ
う
が
、
そ
う
い
う
人
は
、
雨
を
待
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ま
で
出
掛
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。（
新
芽
が
ひ
と
つ
く
ら
い
の
、
何
か
の
香
り
が
残
っ
て
い
ま
す
。） 
民
話
を
、
わ
ざ
わ
ざ
サ
ー
ク
ル
の
部
室
の
た
た
み
の
上
ま
で
持
っ
て
来
て
み
た
い
と
思
っ
て
し
ま
う
の
も
、
や
は
り
、
ま
だ
夜
は
明
る
く
な
い
、
と
い
う
事
実
を
感
じ
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。
も
し
か
す
る
と
、
小
豆
ば
ば
あ
が
雨
の
中
を
渡
り
歩
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
・
・
・ 
雨
の
朝
と
夜
の
間
の
国
鉄
の
駅
。
動
き
は
じ
め
た
髪
の
形
は
、
い
つ
の
間
に
か
、
し
ゅ
く
し
ゅ
く
し
ゅ
く
し
ゅ
く
・
・
・
と
い
う
音
を
響
か
せ
て
、
黒
い
ろ
う
そ
く
が
燃
え
る
と
き
の
よ
う
に
、
闇
を
ひ
ろ
げ
て
い
く
の
で
し
た
。人
間
に
半
分
以
上
あ
い
そ
を
つ
か
せ
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
人
の
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
生
き
て
い
け
な
い
、
小
豆
ば
ば
あ
は
、
こ
の
日
、
一
大
決
心
を
し
て
中
央
線
に
乗
り
込
ん
だ
の
で
し
た
。
本
当
は
、
小
豆
ば
ば
あ
は
、
ば
ば
あ
は
恐
ろ
し
す
ぎ
る
ほ
ど
恐
ろ
し
い
妖
怪
で
す
（
人
間
に
食
欲
を
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
）。 
 
雨
の
話
を
昼
間
に
も
ど
し
ま
す
。
私
に
と
っ
て
最
後
の
調
査
の
日
に
、
雨
が
降
り
ま
し
た
。
勢
多
郡
の
雨
は
霧
を
呼
ん
で
、
ゆ
っ
く
り
と
山
を
包
ん
で
い
き
ま
し
た
。
バ
ス
の
時
間
や
小
学
生
た
ち
に
ま
じ
っ
て
一
瞬
、
炭
酸
が
は
じ
け
ま
し
た
。
今
で
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
路
を
、
猫
が
横
切
っ
た
よ
う
な
気
さ
え
し
て
い
ま
す
。 
「
夢
の
し
ゃ
ぼ
ん
を
追
い
か
け
て
、
そ
れ
で
一
生
を
終
え
た
い
と
」 
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毛
布
は
い
つ
か
は
ほ
こ
ろ
び
る
け
れ
ど
、
全
部
を
容
れ
た
風
景
で
し
た
。
無
理
に
紅
茶
の
茶
碗
に
仕
立
て
た
い
な
ど
と
は
思
わ
な
い
ふ
り
を
装
っ
て
み
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
す
こ
し
舞
い
あ
が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
、
意
味
不
明
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
も
ど
う
か
許
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
     
編
集
後
記 
  
赤
城
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
新
里
村
で
は
、
さ
す
が
に
そ
こ
と
関
係
の
深
い
「
小
沼
伝
説
」
が
、
ほ
と
ん
ど
と
言
っ
て
い
い
く
ら
い
、
多
く
の
人
か
ら
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
他
の
お
話
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
聞
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
そ
れ
で
私
た
ち
に
、
な
ぜ
昔
話
が
あ
ま
り
語
ら
れ
て
い
な
い
の
か
、
と
い
う
新
し
い
課
題
を
提
起
し
て
く
れ
ま
し
た
。 
 
民
話
は
、
そ
れ
ほ
ど
聞
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新
里
村
の
皆
さ
ん
が
、
あ
た
た
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
に
ま
た
別
の
何
か
を
与
え
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。 
録
音
テ
ー
プ
か
ら
文
字
に
直
し
て
い
る
と
、
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
一
人
一
人
の
顔
が
浮
か
ん
で
き
て
、
私
た
ち
に
力
を
貸
し
て
く
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 
採
話
に
あ
た
っ
て
、
御
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 
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